
よ市（盛岡市材木町）での書道部パフォーマンス

コロナウィルス感染症予防対策により間隔をとって
校庭で実施した夏の応援歌練習

大運動会Ｍ門のデザインを美術部が担当
今年のテーマは「風神雷神」

全日本合唱コンクール東北支部大会出場で13年ぶりの金賞受賞

岩手県Kenji Cup高校生英語
ディベート大会ベストディベーター
賞受賞の島田澪さん（２年）

故佐藤牧子先生（本校国語教諭　本年４月逝去）の脚本で
県高総文祭演劇発表会において優秀賞１席（２位相当）受賞

全普通教室に冷房機器設置完了

白堊祭での茶華道部お点前披露

科学の甲子園県予選１位で
全国大会出場決定

卒業生も多数参加した吹奏楽部定期演奏会（岩手県民会館）

達増拓也岩手県知事（昭和59年卒）による
１年生への卒業生講演会

第30回全国高等学校文化連盟
将棋新人大会出場の
及川瑞希さん（２年）

���������� ��

世

界

に

挑

ん

だ

盛

岡

一

高

生
の

レ

ガ

シ

ー

Olympic
1936-2020

大宮政志【自転車】
1960ローマ
1964東京

菊池信【ホッケー】
1936ベルリン

菊池悟【ハンドボール】
1976モントリオール

工藤孝一
【サッカー日本代表コーチ】

1936ベルリン

八重樫茂生【サッカー】
1956メルボルン
1964東京
1968メキシコ

金野訓子さんインタビュー

平成16年卒
岩手日報社・五輪担当記者



世
界
に
挑
ん
だ
盛
岡
一
高
生
の
レ
ガ
シ
ー

Olympic
1936-2020

金
野
:
東
京
五
輪
の
取
材
に
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
２
０
１
９

年
で
し
た
。
今
回
の
取
材
は
、
岩

手
県
で
五
輪
に
出
場
す
る
選
手
７

名
を
追
い
か
け
る
、
と
い
う
も
の

で
し
た
。
地
元
の
人
を
取
材
で
追

う
こ
と
は
、
身
内
を
身
近
で
応
援

し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
取
材

に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

元
愛
が
入
っ
た
取
材
が
で
き
る
こ

と
が
地
方
記
者
と
し
て
仕
事
の
醍

醐
味
だ
っ
た
な
、
と
感
じ
て
い
ま

す
。

Olympic 1936-2020

金
野
:
延
期
の
報
を
聞
い
た
の
は

福
島
の
聖
火
リ
レ
ー
が
開
始
さ
れ

る
直
前
で
福
島
入
り
し
た
後
で
し

た
。
今
回
は
復
興
五
輪
と
い
う
意

義
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
当

初
は
世
界
中
の
人
に
東
北
を
盛
り

上
げ
て
観
光
客
を
呼
び
込
み
な
が

ら
震
災
か
ら
の
復
興
を
知
っ
て
も

ら
う
、
応
援
し
て
も
ら
う
、
と
い
う

側
面
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
経
済
的
な
効
果
は
ほ
ぼ
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
が
、
ト
ー
チ
リ
レ
ー
の
取
材
を

通
じ
て
世
界
に
東
北
の
風
景
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

選
手
だ
け
で
な
く
、
我
々
記
者
も
来

年
果
た
し
て
開
催
さ
れ
る
の
か
、
と

い
う
中
で
取
材
を
続
け
て
い
く
こ
と

に
や
る
せ
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

金
野
:
無
観
客
で
基
本
的
に
試
合

は
行
わ
れ
て
お
り
、
声
援
が
飛
ば

な
い
中
で
の
プ
レ
ー
は
目
の
前
で

本
当
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
錯
覚
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

し
た
が
、
日
程
が
進
む
ご
と
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
記
者
な
ど
会
場
に

い
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
少
し
で
も
、

選
手
に
拍
手
や
声
援
を
か
け
て
あ

げ
た
い
、
と
い
う
空
気
感
を
共
有
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
影

響
力
、
カ
リ
ス
マ
性
の
よ
う
な
も
の

を
五
輪
選
手
の
プ
レ
ー
や
技
術
は

持
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
会
場
で
の

熱
狂
を
一
般
の
方
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
札
幌
会
場
の
競
歩
で

し
た
。
沿
道
に
人
が
い
て
応
援
や
熱

狂
を
分
か
ち
合
っ
て
い
て
、
こ
れ
が

本
来
の
五
輪
の
姿
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

金
野
:
今
回
の
東
京
五
輪
は
前
回

の
東
京
五
輪
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
、
建
築
物
を
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
残
す
こ
と
に
重
き
を
置
い

た
大
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
ま
っ
た
だ
中
の

緊
急
事
態
宣
言
下
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
で
観
光
的
・
商
業
的
な
意
味

も
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
未
来
に

立
っ
た
時
に
こ
の
東
京
五
輪
が
日

本
の
価
値
観
や
歴
史
の
分
岐
点
に

な
る
ほ
ど
の
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
界
、
日
本

社
会
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
多
様

な
価
値
観
、
多
様
性
を
認
め
合
う

社
会
に
ま
だ
ま
だ
日
本
は
な
っ
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
五
輪

を
未
来
か
ら
見
た
時
に
、
日
本
社

会
に
多
様
性
を
与
え
た
き
っ
か
け

と
な
っ
た
大
会
で
あ
る
、
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

金
野
:
コ
ロ
ナ
禍
で
賛
否
両
論
が

あ
る
中
で
ど
う
や
っ
て
発
信
し
た

ら
よ
い
か
ど
う
か
、
苦
心
し
た
五

輪
取
材
で
し
た
が
、
結
局
、「
ス
ポ
ー

ツ
っ
て
い
い
よ
ね
」
と
い
う
こ
と

が
一
番
伝
え
た
い
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
選
手
の
世
界
レ

ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
見
て
感
動
す
る

こ
と
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
岩
手
に

関
す
る
こ
と
で
い
え
ば
、
７
名
の

方
が
出
場
し
た
の
は
過
去
の
夏
季

大
会
で
は
最
多
で
し
た
。
岩
手
の

人
も
世
界
に
飛
び
た
て
る
し
、
色
々

な
可
能
性
を
地
元
の
人
に
見
せ
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

特
集
「
白
堊
と
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
」
。
続
い
て
は
、
岩
手
日
報
社
の

金
野
訓
子
さ
ん
（
平
成
16
年
卒
）
の
登
場
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
振
り

回
さ
れ
な
が
ら
も
、
岩
手
日
報
社
の
五
輪
担
当
と
し
て
、
郷
土
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
達
を
追
い
続
け
た
こ
の
３
年
間
を
白
堊
通
信
の

た
め
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

白
堊
通
信
第
41
号
で
は
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
57
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

に
ち
な
み
ま
し
て
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
白
堊
同
窓
生
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
東
京
２
０
２
０
大
会
を
最
前
線
で
取
材
し
た
白
堊
同
窓
生
で
岩
手
日
報

記
者
・
金
野
訓
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
過
去
と
現
在
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
次
世
代
の
「
白
堊
の
挑
戦
者
達
」
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　後述の菊池信さんとともに、本校初のオ

リンピック出場者である工藤孝一さんは、

１９２６年、盛岡中学を卒業。早稲田大学へ進学

しＦＷ、ＧＫとして活躍した。大学卒業後は

同大学のサッカー部監督を務めた。１９３６年

ベルリンオリンピックのサッカー代表ヘッド

コーチとして出場、この大会はサッカー日本

代表が初めて出場したオリンピックである。

日本の初戦、優勝候補であったスウェーデン

を３-２と逆転勝利を収めており、これは「ベ

ルリンの奇跡」とまで言われ、大きな驚きと

なった。１９４８年に帰盛し、高校生を指導。

特に本校ではオリンピックメダリストである

八重樫茂生さんに目をとめ熱心に指導した。

再び東京に戻り、早稲田大学サッカー部の監

督に就任、１９６３年、１９６６年に日本一に導い

ている。早稲田大学で工藤さんの指導を受け

た選手は八重樫茂生さん、川淵三郎さん、釜

本邦茂さんなど現在の日本サッカー界を築い

た、錚々たるメンバーであった。

工藤 孝一さん

　菊池信さんは、１９２４年に盛岡中学に入学

し、在校中は「盛中式フットボール」という

サッカーに似たスポーツに興じていたとい

う。東京商大予科（現一橋大学）に進学して

からは、グランドホッケーにのめりこんだ。

東京商大在学中は全日本選手権連覇を達成

し、得点の６割を菊池が占める、というポイ

ントゲッターにまで成長した。１９３６年には

ベルリンオリンピックに出場し２勝１敗と

なるも惜しくも決勝トーナメント出場を逃

す。ベルリンオリンピックの次回大会である

１９４０年の東京オリンピック出場を心待ちに

していた菊池さんであったが、戦争の影響

で１９４０年東京五輪開催は幻となる。菊池

さんは晩年、１９８０年のモスクワオリンピッ

クにおいて日本が政治的な理由で不参加を

表明した際、新聞の取材に「まずは国際平

和が先決であり、世界の足並みが揃わなけ

れば五輪としての意義もない」と自身の幻の

東京五輪と重ねて発言している。

菊池 信さん

　八重樫茂生さんは、１９５６年のメルボルン

五輪・１９６４年の東京五輪・１９６８年のメキ

シコ五輪にサッカー選手として３度出場して

いる。ポジションはМＦ。１９５６年のメルボ

ルン五輪では早稲田大学在学中に日本代表に

選出されている。在学中には既述の本校オリ

ンピアンの１人である工藤孝一さんの指導を

受けている。１９６０年のローマ五輪の予選は

怪我で出場出来ず日本代表も本大会出場を果

たせなかった。１９６４年の東京五輪では古河

電工(現ジェフユナイテッド市原・千葉)に所

属しており、１９３６年ベルリン大会以来とな

るベスト８進出を果たした。１９６８年のメキ

シコ五輪では３５歳になり主将として出場し

たが、初戦にラフプレーを受け靱帯断裂の怪

我を負う。残り試合出場は不可能となるが、

選手のサポートに徹し銅メダル獲得に貢献。

「伝説のキャプテン」と呼ばれた。２００５年に

は第１回日本サッカー殿堂入りを果たした。

八重樫 茂生さん大宮 政志 さん

　菊池悟さんは、１９６８年本校入学後にハン

ドボールを始めた。在学中から頭角を現し、

２年時には群馬インターハイ出場、３年時に

は岩手国体３位の中心メンバーとして活躍し

た。早稲田大学進学後は、２年時には関東学

生リーグ得点王、３年時には関東リーグ優勝

の原動力となり、全国的にも注目される選手

となる。４年時には全日本チームにも召集さ

れ、世界選手権大会に出場を果たした。卒業

後は東京１２チャンネルに入社したが、同社

にはハンドボール部がなく、稲門会のОＢが

菊池さんのためにチームを作って練習を重ね

ることができたという。地道な練習と実績が

実を結び、１９７６年モントリオールオリン

ピックに２３歳で出場。１８６センチ、８５キロ

と恵まれた体の持ち主で、豪快なジャンプ

シュートとスピードあるプレーに定評があっ

た。五輪ジャケット一式は白堊記念館に寄贈

されており、常設展示されている。

菊池 悟
きくち　　　  さとし お お み や 　 　 　  ま さ し や え が し 　 　 　 　  し げ お き く ち 　 　 　し ん く どう　　　  こ う い ち

さん

（左）日本橋に展示されたビッグメダルモニュメント
（上）台場の海に浮かぶ五輪マーク
（下）五輪開会式の日の昼ごろ都内上空を飛行するブルーインパルス

盛岡一高に寄贈された
当時の貴重な
ジャケット

工藤孝一さん
（1936年ベルリン大会）

八重樫茂生さん
（1968年メキシコ大会）

菊池悟さん
（1976年モントリオール大会）

八重樫茂生さん
（1964年東京大会）

本
日
は
︑
金
野
記
者
が
東
京

五
輪
の
取
材
を
岩
手
日
報
社
で

ご
担
当
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
て
︑

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

お
願
い
し
た
次
第
で
す
︒

取
材
を
通
じ
て
見
聞
き
し
た

事
柄
や
お
考
え
な
ど
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
今
回
の

東
京
五
輪
を
終
え
て
み
て
︑

東
京
五
輪
２
０
２
０
の

意
義
に
つ
い
て
金
野
記
者
は

ど
う
感
じ
ま
す
か
︒

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
東
京
五
輪

開
催
が
２
０
２
０
年
３
月
半
ば
に

延
期
決
定
と
な
っ
た
こ
と
を

ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
か
︒

無
観
客
会
場
と
い
う

特
殊
な
状
況
で
し
た
が
︑

現
場
で
感
じ
た
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

後
輩
の
皆
さ
ん
や
若
い
世
代
に

伝
え
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば

お
願
い
し
ま
す
︒

金
野
訓
子

   

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岩
手
日
報
記
者

さ
ん

東京五輪2020の取材許可証と
メディアハンドブック

金野 訓子さん

平成16年卒。株式会社岩手
日報社報道部次長。東北大
文学部卒業後に20年に同社
に入社し、北上支局や東京
支社でも勤務した。

きんの  のりこ

　パンデミックの中で開催された東京五輪
����。金野記者も選手同様、人との距離を保
ちながらバス移動したり、ホテル内での食事
を徹底したり、感染する不安と隣り合わせの
状況の中、最前線で取材していたそうです。
今回の東京五輪を価値あるものとするのは、
未来にむかって多様性を受容する姿勢である、
という言葉に編集委員一同、感銘を受けました。

（平成��年卒　熊谷松亮、吉田伸、角原久夫）

　大宮政志さんは、本校在学中の１９５６年に

全国高校対抗ロードレース大会の個人・団体

の部で優勝を果たし、全国高校大会・国体で

も好成績を収めた。日本大学在学中にはロー

ドレースの日本代表となり、世界自転車選手

権やローマ五輪個人ロードレースでも出場を

果たした。１９６２年アジア大会ではロード

レース個人で２位に入るなど世界レベルの

成績を残す。１９６４年東京五輪はメダル候補

として臨む。１周約２４キロのコースを８周。

大宮さんは落車のトラブルを乗り越え、先頭

集団に入る。５０名を超える大混戦。大宮さん

はトップとわずか０秒１３ながら３６位で五輪

を終えた。大宮さんは五輪後、競輪選手と

して活躍。１９９６年５８歳まで現役を続けた。

引退後は関東の高校で自転車競技部のコー

チを務め、２０１８年４月には競輪選手の育成

を行う大宮道場を東京都立川市に設立した。

滝沢市スポーツ功労者、現在８３歳。

※

お
名
前
の
読
み
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
読
み
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

１９３６年ベルリン大会

サッカー出場

１９３６年ベルリン大会

ホッケー出場

１９５６年メルボルン大会、１９６４年東京大会、

１９６８年メキシコ大会、サッカー出場　

１９６０年ローマ大会、１９６４年東京大会

自転車出場

１９７６年モントリオール大会

ハンドボール出場
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14

63

令和３年度　白堊同窓会一般会計予算 令和２年度　白堊同窓会一般会計決算

決算額 比　較比　較

比　較 決算額 比　較

2,588,625

10,000,000

554,000

1,471,600

4,000,000

12,775

18,627,000

2,588,625

8,974,000

554,000

1,464,160

5,000,000

192,419

18,773,204

0

1,026,000

0

7,440

-1,000,000

-179,644

-146,204

元年度より

令和2年度入金 4,487件

3学年分

１・２・３学年分

財産積立金：普通預金より
(東北200万円 北日本200万円 信用金庫100万円)

380,000 342,977 37,023

230,000

250,000

380,000

1,180,000

300,000

150,000

150,000

3,200,000

1,500,000

1,500,000

750,000

5,477,791

1,500,000

250,000

1,034,250

394,959

0

18,627,000

26,024

0

123,300

1,980,600

0

0

121,000

3,050,000

1,553,857

0

750,000

5,477,792

775,000

250,000

775,723

0

3,546,931

18,773,204

203,976

250,000

256,700

-800,600

300,000

150,000

29,000

150,000

-53,857

1,500,000

0

-1

725,000

0

258,527

394,959

-3,546,931

-146,204

事務用品137,153 払込手数料2,318
郵送代60,415 残高確認書2,860
職員録4,620 白堊記念館施設使用
光熱水量代3,340 建物共済加入
負担金14 電話代 (インターネット
通信費含) 132,257

弔電代、生花代

役員会、 編集委員会

自彊寮顕彰事業費補助金　広告掲載代
(岩手日報) 新入生入学記念品代　ウェブ
サイト管理運用費、システム更新費

卒業生データ入力費

40号印刷費、郵送代

事務局員給料、退職積立金、健康診断代

　

140周年事業特別会計へ

夜間照明設備特別会計へ

振込手数料 753,833円
通知票受取代 21,890円
（※Ｒ2.4/1～有料化に伴い）

3,546,931

9,000,000

554,000

1,471,600

0

7,469

14,580,000

2,588,625

10,000,000

554,000

1,471,600

4,000,000

12,775

18,627,000

958,306

-1,000,000

0

0

-4,000,000

-5,306

-4,047,000

前年度一般会計より

令和３年度分 4500件

３学年分（277名×200円×10ヶ月）

財産積立金から

預金利息、宛名シール代

１学年分（283名×240円×10ヶ月）

２学年分（284名×240円×10ヶ月）

３学年分（277名×40円×10ヶ月）

380,000

230,000

250,000

300,000

700,000

0

150,000

150,000

3,100,000

1,600,000

1,500,000

750,000

2,000,000

1,200,000

250,000

935,500

1,084,500

14,580,000

380,000

230,000

250,000

380,000

1,180,000

300,000

150,000

150,000

3,200,000

1,500,000

1,500,000

750,000

5,477,791

1,500,000

250,000

1,034,250

394,959

18,627,000

0

0

0

-80,000

-480,000

-300,000

0

0

-100,000

100,000

0

0

-3,477,791

-300,000

0

-98,750

689,541

-4,047,000

各白堊会派遣祝金、会議参加費、弔電代

各白堊会派遣旅費

総会資料作成費等

講師謝礼、旅費

卒業生データ入力費

41号印刷費、郵送費

事務局員給料、退職積立金、健康診断代

白堊振興会へ

周年事業特別会計へ

上位大会出場部、応援委員会

夜間照明設備特別会計へ

4500件

事務用品(封筒・トナー等含)、郵送代
払込手数料、建物共済加入負担金、
記念館施設使用光熱水量代

卒業年次代表者会議、
役員会、各委員会会議

新入生入学記念品代、
ウェブサイト管理運用費、
応援旗祭

預金利息、宛名シール代、
寄付金、名簿売上金
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「雲外蒼天」

　会員各位にはお元気でお過ごしのことと存じます。同窓会活動

には格別のご支援とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。

　すでにご案内のとおり、今年の同窓会の総会、懇親会や応援旗

祭につきましては、新型コロナ感染症拡大防止のため、昨年に引

き続き、中止の止むなきに至ったところです。誠に残念であり、

この時を楽しみにされていた会員の皆様には大変申し訳なく、心

からお詫び申し上げます。

　また、在京白堊会はじめ、各地の白堊会からも中止の報告を頂

いたところです。

　このコロナ禍、様々な制約下にありながらも、後輩諸君は、一

高生としての気概をもって、日々勉学に励み、クラブ活動にも精

を出し、青春を謳歌する日々であると伺っており、何よりもうれ

しく存じております。このような時代であるからこそ、あるいは

このような時代でしか、獲得できない力があるとすれば、かけが

えのない好機ととらえ、あらゆることに果敢に挑戦してほしいも

のと存じております。

　また、会員同士にあっても普段気の向くままに交流できていた

ことが儘ならず、改めて遠き畏友や母校に思いをいたしたり、絆あっ

てこその交流の大事さを再認識することとなったのではないかと

存じております。

　いずれ、「雲外蒼天」です。「必死になってドンとゆくぞ！」（第

六応援歌）の心意気で前向きにいきたいものと存じております。

　引き続き、同窓会としては同窓生相互の親睦を深めるための交流

活動、後輩諸君の育成支援並びに母校の施設等環境面の整備、充実

支援等のために鋭意努めて参りますので、よろしくお願い致します。

　コロナ禍が収束し、一刻も早く皆様と元気に校歌を歌える日の

到来を願いつつ、最後になりますが、母校の更なる発展と同窓生

各位のご健勝、ご活躍を祈念し挨拶と致します。

藤尾 善一白堊同窓会会長 （ 昭和45年卒 ）

　同窓生の皆様には日頃より本校の教育活動にご理解、ご支援を賜っ

ておりますことに厚く感謝申し上げます。本年４月に着任いたしま

した梅津久仁宏と申します。私は昭和56年卒業で、１年次には野球

部が甲子園出場、３年次には100周年という学年です。

　私は数学の教員です。私が数学教員になったのも高校時代に出会っ

た数学の先生方のお蔭だと思っております。いささか個人的なこと

で恐縮ですが、当時の思い出を記させていただきます。

　１年生のときの先生は山田預喜先生です。前期中間考査後の授業

で答案が返却されるときだったと思います。答案を受け取るときに

先生からかなり厳しく叱られました。理由は単純で「こんな簡単な

因数分解を間違ってはいけない。こんなミスをしてはいけない。」と

いったものでした。決して授業態度に問題があったわけではなく、

宿題を出さなかったわけでもなく、ただ単にテストで計算ミスをし

ただけでこんなに厳しく叱られるのかと、やや理不尽さを感じなが

らも反省したものでした。私が教員になってからも度々お会いする

機会があるのですが、先生はそのときのことをしっかりと覚えてお

られて「あんなミスをしてはいけない。」と今でも言われます。私が

30代前半に盛岡北高に勤めていたとき、山田先生が教頭先生でした。

　２年生のときの先生は佐藤三樹夫先生です。当時、新採用教員で

あった先生は良く言えば年齢が近く兄貴分のようであり、悪くいえ

ば生徒から少々なめられているといった感じでした。私は数学が好

きでしたし、何でも気軽に話ができる先生が好きだったので、受験

雑誌「大学への数学」を携え、毎日のように職員室に行って数学の

質問をし、雑談をしました。先生と話をするためのネタとしての質

問を探すために勉強をしていたといった感じでした。私は初任が葛

巻高校ですが、そのときの前任者が三樹夫先生でした。高校時代の

恩師から仕事をバトンタッチされるということに恐縮しながらも、

一方では光栄にも感じました。

　３年生のときの先生は三田信一先生です。当時、東北新幹線は開

業前でしたが、先生は前沢の自宅から一高へ東北本線で通勤されて

いました。分かりやすい授業で、生徒から信頼されていました。３

年生の授業は大学進学に向けて問題演習が主となりますが、ある時、

渡されたプリントの問題がすでに解いたことのある問題だったので

鉛筆も持たずにぼんやりとしていたところ、先生から指名され、解

法を説明しなさいと言われました。一度解いたことのある問題だっ

たので即答したところ「そうか」と言ってその場は終わりましたが、

何年か経ってからお会いしたときに先生はこのことを覚えていらし

て、「集中力を欠いていてやる気がないのかと思って当てたら、すぐ

に答えられてしまった。お前は生意気だったな。」と笑っておられま

した。私が30代後半に一高に勤務したとき、三田先生が校長先生で

した。

　私と同年代の同窓生の皆様には懐かしくご記憶にある先生方では

ないでしょうか。私は高校時代、先生方にとても恵まれたと実感し

ておりますし、深く感謝しております。上述の通り、教育の世界に入っ

てからも様々な形でご指導をいただきながら教員としても育ててい

ただきました。

　現在の本校の生徒と教職員との関係も高校３年間だけで終わるこ

となく、一生続いていって欲しいと思っています。この４月に校長

として着任し、人と人との縁というのは本当にありがたく素晴らし

いものだと日々感じながら過ごしております。

梅津 久仁宏校　長 （ 昭和56年卒 ）

「恩師」
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　　水野社長とブルズの出会い、

　　当時の印象などについてお聞かせください。

水野 ：ブルズとの出会いは前職の新聞記者時代
です。 スポーツ関係を取材する部署に配属され
て、ブルズやグルージャの担当を経験しました。 
記者なのでスポーツ以外にもヘルプで県内各地へ
取材に行く機会もあったわけですが、岩泉台風の
被害状況の取材ですとか、人口が減少している地
域の取材など、地域に元気がなくなっていく姿を
目の当たりにする機会も多くありました。 そんな
地域をスポーツの持つ力で盛り上げていきたい、
と思っていましたし、ブルズにはその力があるの
ではないか、と当時からぼんやり感じていました。

　　三浦社長とブルズの出会い、

　　当時の印象などについてお聞かせください。

三浦 ： 2013年に岩手に帰ってきた際にアパート
の隣に住んでいた人が、偶然、ブルズの選手でし
た。 家族ぐるみの付き合いをしていた関係で、誘
われて試合を見に行ったのがブルズとの出会いで
す。 私は大槌町出身でして、震災で色々と悲しい
ことを経験しました。 当時は震災からまだ 2年し
か経っていないこともあり、どこか楽しみ切れな
い暗い毎日を過ごしていました。 そんな時に見た
ブルズの試合は、エンターテインメントとして完
成されていて、 衝撃を受けました。 そこからすっ
かりブルズのファンになってしまい、毎試合ホー
ム戦を家族で見に行くのが楽しみになりました。

　　お二人の再会についてお聞かせください。

　　また、ブルズと深く関わるようになった

　　きっかけを教えてください。

三浦 ： 震災にあった子供達に元気になってもらい
たいという思いで、大槌の子達をブルズの試合に招
待したり、 試合会場に足を運んでいたら、 会場でた
またま、記者として取材でブルズの試合会場に来て
いた水野さんと高校卒業以来で再会しました。 水野
さんとはしばらく会場でよく会う間柄という付き合
いが続き、私の方はブルズのスポンサー企業カネマ
ンとしてブルズに関わる度合いが増えていきました。

　　水野社長がブルズの社長になったのは

　　いつ頃ですか。 また、 当時ブルズは

　　どういった状態だったのでしょうか。

水野 ： 2018年の 5月です。 当時はクラブが色々
と複雑な問題を抱えており、シーズン途中での社
長交代となりました。どん底の状態だったかもしれ
ません。  2015年にBリーグが立ち上がったわけで
すが、5年以内に債務超過をクリアしないとリーグ
に参加する権利を失う、という取り決めがありま

～岩手ビッグブルズ白堊同窓生の二人三脚～

１級違いながら共通の友人を介して高校時代はよく遊んでいたという２人。

岩手ビッグブルズ（以下、ブルズ） の担当記者とスポンサーという立場で

卒業以来の再会を果たしました。そこから、２人の運命は更に重なっていく

ことに…。ブルズ復活の陰には白堊同窓生の二人三脚の努力がありました。

した。 債務超過という経営的に大きな課題を抱え
ていましたが、それ以上にブルズがなくなってし
まうことを防ぎたいと考えていましたので勢いで
社長を引き受けてしまったところはあったと思い
ます。 更に、社長就任1か月後には入れ替え戦で負
けてB 3に落ちました。 さすがにまずいな、と思
い、大口のスポンサーで同窓でもある三浦君に相
談し、8 月に経営的なサポートをしてもらうため
に、ブルズの取締役に就任してもらいました。

三浦 ：当時のブルズはチームを強くするために
投資もしなくてはならないし、債務超過を解消し
なくてはならないという矛盾する二つの課題を抱
えていました。 そのような状態で社長に就任した
水野社長を応援することと、震災の落胆から元気
をくれたブルズをなくしたくない、という気持ち
が強かったです。

　　Ｂ３転落後のブルズは

　　どうなったのでしょうか。

水野 ： 2018-19シーズンは成績を出せませんで
した。 ただ、チーム理念を作り徹底し、意識改革と
予算切り詰めを行い、単年黒字を達成しました。 
翌 2019-20シーズンには、3連敗した後10勝
以上して大きく躍進しました。 しかし、コロナに
よってシーズン途中で試合が打ち切られ、残り1勝
で昇格を逃しました。ブルズは強い、という印象か
らスポンサー企業が100社から300社以上に増
え、  観客動員平均は1400人を超え、リーグ1位
を達成しました。 何とか債務超過をクリアし、Ｂ
リーグから財務的に健全化したことを認めてもら
いました。 翌 2020-21シーズンは後半けが人が
続出して粘りがなく、昇格を逃してしまいました。 
昇格は逃しましたが、2021年1月には、矢巾町か
らの支援で待望の専用体育館を手に入れました。 
あのどん底の状態から、専用の練習場を手に入れ
るところまで来れたのはたくさんの人の支えが
あったからですが、とても嬉しかったです。専用練
習場の存在は、 選手にとって、練習に集中できる
良いチームという評判につながっています。

　　３シーズンをかけて財務改革と

　　スポンサー獲得、体育館獲得など、

　　目覚ましい経営改善を行われたお二人。

　　今シーズン （２０２１年１１月現在） は

　　なんと開幕から９連勝を記録。

　　今後の目標や若い世代についての

　　思いをお聞かせください。

水野 ： 2026年にＢリーグの経営基準が一段と厳
しくなりますので、それまでに経営基盤の健全化を
していきたいと考えています。 硬い回答ですみま
せん（笑）。  夢としては、 ブルズのユースチームを整備

して、ユースから上がってきた子達がブルズのトップ
選手になる、という目標がありますね。子供たちの
健全な育成をはかっていくというのは地域にとって
も大きなインパクトになっていくと思います。

三浦 ：私の夢は盛岡の名物として、盛岡三大麺と
ともに、岩手ビッグブルズの名前が出てくること
です。 私よりも若い世代に対しては、私は震災で
の辛い経験があるのでやり残すことが嫌いです。 
やるかやらないか迷うくらいならどんどんチャレ
ンジして欲しいと思います。

　　ブルズが 「愛すべき街 『盛岡』」 に

　　貢献しているのは

　　一言でいえばどんなところですか。

水野 ：グルージャとブルズ両方あって達成でき
ていると感じているのですが、身近にプロスポー
ツの文化が根付き始めているのが嬉しいです。  学
校で地元のプロスポーツの話題ができるなんて、
私たちが小さい時にはなかった「盛岡の愛すべき
文化」 だと思います。

　　最後に白堊同窓生に向けて

　　一言お願いします。

水野 ：チームドクター、メディカルトレーナー、
スポンサー、 行政の方、気が付けば本当に多くの
白堊同窓生にブルズは支えられています。  高校時
代はみんな勉強ができて、大変な学校に入ってし
まったと後悔しましたが、今は盛岡一高に入って
本当によかったと思っていますし同窓会のつなが
りに感謝しています。

 2021シーズン初めには、白血病を克服した高校

生がプロ契約をすることで、医療業界に関わる

盛岡の人たちにも明るい話題を作ってくれた、

と話題になりました。今後も新しい挑戦を続ける

白堊の二人三脚を暖かく見守りたいものです。

（平成13年卒　三浦自雄、村上怜）

水野 哲志社長

平成15年卒。岩手ビッグ

ブルズ代表取締役社長。

株式会社岩手日報社の

記者を退職後、現職に

就く。

三浦 崇社長

平成16年卒。株式会社

カネマン代表取締役

社長（ブルズのメーン

スポンサー）、ブルズ

の取締役でもある。

タイトル　佐々木 豪（平成元年卒）

41（７）　2021年12月17日

　

卒
業
し
て
か
ら
早
30
年
。
そ
れ
で
も
い
ま
だ
に
、

何
か
の
拍
子
に
一
高
の
応
援
歌
が
口
を
つ
い
て
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
松
葉
三
針
千
歳
蒼
く
」。

第
十
応
援
歌
も
そ
の
１
つ
で
す
。

　

現
在
私
は
、
陸
前
高
田
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

陸
前
高
田
市
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
10
年
前
の
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
私
も
、

大
津
波
警
報
の
防
災
無
線
放
送
を
聞
き
、
無
我
夢

中
で
高
台
に
あ
る
病
院
へ
走
り
ま
し
た
。

　

７
年
前
に
、
総
会
担
当
年
次
と
し
て
、
総
会
や

講
演
会
の
準
備
の
た
め
に
盛
岡
に
帰
郷
し
た
際
、

旧
友
た
ち
に
、
ね
ぎ
ら
い
や
励
ま
し
の
言
葉
を
か

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
時
が
経
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
友
情
に
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
陸
前
高
田
と
い
え
ば
、
白
砂
青
松

の
高
田
松
原
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
津
波
に
よ

り
、
７
万
本
の
松
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
た
だ
１
本
「
奇
跡
の
一
本
松
」
だ
け

が
残
っ
た
こ
と
は
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

　

今
年
、
高
田
松
原
は
、
10
年
ぶ
り
に
海
開
き
を
し
、

海
水
浴
場
と
し
て
一
般
開
放
を
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
、
そ
の
砂
浜
に
は
、
松
の
若
木
４

万
本
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。
若
木
た
ち

が
大
き
く
育
ち
、
以
前
の
よ
う
な
松
林
を
形
成
す

る
に
は
、
お
よ
そ
50
年
の
年
月
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
、
強
い
海
風
や
舞
い
上

が
る
砂
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
柵
の
中
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
、
こ
の
若
木
た
ち
こ
そ

が
砂
浜
を
守
り
、
ひ
い
て
は
陸
前
高
田
の
町
を
守
っ

て
く
れ
る
「
大
丈
夫
」
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
、

強
い
期
待
を
も
ち
な
が
ら
、
順
調
な
成
長
を
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
盛
岡
一
高
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

白
堊
通
信
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
機
関
誌
や
報
道

等
に
よ
り
、
私
た
ち
卒
業
生
の
も
と
に
次
々
と
届

い
て
い
ま
す
。
在
校
生
の
昨
今
の
活
躍
の
記
事
を

見
る
に
つ
け
、
着
々
と
新
た
な
芽
が
育
ち
、
花
開

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
震
災
の
被
害
を
受

け
た
沿
岸
部
の
生
徒
へ
も
、
同
窓
会
を
中
心
に
支

援
が
行
わ
れ
た
と
聞
き
及
び
ま
し
た
。
次
世
代
を

担
う
若
者
た
ち
を
温
か
く
包
み
込
む
、
大
き
く
豊

か
な
白
堊
の
つ
な
が
り
を
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。

　

「
松
葉
三
針
」
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
高
田
松
原
の
松
の

若
木
を
見
て
い
る
と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

口
を
つ
い
て
出
て
き
ま
す
。
現
在
の
盛
一
生
と
若

木
が
重
な
っ
て
見
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
皆
様
の
こ
れ
か
ら
が
「
千
歳
蒼
く
」
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

奇跡の一本松

松の若木

平
成
３
年
卒　

前
田 

健
治

松
葉
三
針
千
歳
蒼
く

　

昭
和
46
年
(
１
９
７
１
年
)
３
月
母
校
を
卒
業
し

た
私
達
は
、
本
年
卒
業
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
間

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
が
盛
岡
一
高
に
在
籍
し
た
３
年
間
、
思
い
出

深
い
出
来
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
１
年
生
の
時
は

野
球
部
が
久
方
ぶ
り
に
甲
子
園
に
出
場
、
強
豪
校
を

破
っ
て
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
進
出
、
バ
ン
カ
ラ
応
援
団

と
と
も
に
全
国
に
そ
の
名
を
高
め
ま
し
た
。
３
年
時

の
昭
和
45
年
に
は
初
の
岩
手
国
体
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
数
年
前
か
ら
市
内
は
競
技
場
や
道
路
、
新
し
い
橋

の
建
設
等
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
盛
岡
一
高

か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、
岩
手
県
の
天
皇
杯

昭
和
46
年
卒
年
次
代
表　

菊
田 

隆

獲
得
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
70
年
安
保
の
年
で
も

あ
り
、
盛
岡
で
も
岩
大
生
を
中
心
に
街
頭
デ
モ
が
行

わ
れ
、
私
の
ク
ラ
ス
か
ら
も
参
加
者
が
い
て
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
騒
が
し
か
っ
た
事
、
創
立
90
周
年
の
式
典
が
旧

盛
岡
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
事
等
々
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
今
振
り
返
れ
ば
活
気
と
夢
に
溢
れ

た
時
代
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

卒
業
し
て
十
数
年
が
た
っ
た
30
代
半
ば
頃
、
有

志
数
人
で
集
ま
り
飲
み
会
を
し
て
い
た
の
を
発
展

的
に　

18
日
会　

と
名
付
け
、
月
１
回
毎
月
18
日

に
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
堅
苦
し
い
挨

拶
や
乾
杯
の
音
頭
な
ど
一
切
無
い
自
由
な
雰
囲
気

の
中
、
昔
話
や
現
在
の
と
り
と
め
の
な
い
話
の
で

き
る
時
間
は
多
感
な
高
校
生
時
代
を
共
に
過
ご
し

た
だ
け
に
、
何
と
も
言
え
ぬ
解
放
感
が
あ
り
ま
す
。

当
初
は
口
コ
ミ
で
、
そ
の
後
は
盛
岡
周
辺
在
住
者

約
百
名
に
は
片
道
は
が
き
で
、
そ
し
て
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
の
方
に
メ
ー
ル
で
開
催
通
知
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
や
、
気
の
向
い
た
時
に

参
加
す
れ
ば
良
い
会
な
の
で
多
い
時
は
20
名
を
超

す
時
も
あ
れ
ば
、
少
な
い
時
は
３
、
４
人
し
か
集

ま
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
盛
岡
で
こ
う

い
う
会
を
開
い
て
い
る
、
そ
の
事
が
大
事
な
ん
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
夏
は
旧
盆
の
時
期
に
、

冬
は
お
正
月
２
日
か
３
日
に
、　

ミ
ニ
ミ
ニ
白
堊
46

会　

を
開
催
し
、
節
目
の
10
年
ご
と
に
卒
業
20
周

年
か
ら
40
周
年
迄
、
全
国
の
46
年
卒
に
呼
び
か
け
、

恩
師
の
先
生
方
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
て
盛
大
な

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
社
会
状
況
下
こ
こ
１
年　

18
日
会　

も
開
催
で

き
ず
、
本
来
な
ら
ば
今
年
の
夏
頃
開
催
予
定
だ
っ
た

「
卒
業
50
周
年
」
も
予
定
が
た
た
ず
に
い
ま
す
。
何

と
か
来
年
早
々
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
て
企
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
感
な
青
春
時
代
の
１
ペ
ー
ジ
を
飾
っ
て
く
れ

た
母
校
盛
岡
一
高
に
心
か
ら
感
謝
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
昭
和
46
年
卒
業

生
一
同
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
50
周
年
に
つ
い
て

“

”

“

”

“

”
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会
長　

駒
木 

進
︵
昭
和
��
年
卒
︶

　

毎
年
７
月
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
(
夏
の
甲
子
園
大

会
)
の
時
期
に
な
る
と
、
今
年

の
我
が
校
野
球
部
は
ど
う
な

の
？
と
気
に
か
け
て
い
た
だ

く
同
窓
生
の
皆
様
、
い
つ
も

応
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
後
援
会
は
野
球
部

О
Ｂ
で
組
織
さ
れ
、
現
在
約
６

０
０
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
後
援
会
会
長
に
は
今

年
勇
退
さ
れ
た
三
浦
宏
氏
(
昭

和
36
年
卒
)
の
後
任
と
し
て
、

駒
木
進
氏
(
昭
和
45
年
卒
)
が

就
任
、
理
事
長
に
は
高
橋
良

一
氏
(
昭
和
46
年
卒
)
が
就
任

し
て
お
り
ま
す
。
年
間
の
活

動
と
し
て
は
、
４
月
総
会
、
７

月
監
督
・
コ
ー
チ
激
励
会
、
１

月
新
年
会
と
О
Ｂ
相
互
の
親
睦

を
図
る
活
動
と
、
野
球
部
選
手

た
ち
の
活
動
に
対
す
る
資
金
援

助
が
主
な
活
動
に
な
り
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
О
Ｂ
ら
で
甲
子
園

で
の
プ
レ
ー
を
目
指
す
大
会

『
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
』
出
場

に
向
け
た
О
Ｂ
チ
ー
ム
を
結
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
資
金
援
助
以
外
の
活

動
は
ほ
と
ん
ど
出
来
て
い
な
い

の
が
残
念
な
が
ら
実
情
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
野
球
部
は
創
部
明

治
32
年
と
さ
れ
、
創
部
１
２
２

年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
当
後
援

会
名
簿
に
は
明
治
33
年
卒
の
小

野
寺
・
田
中
館
氏
を
は
じ
め
、

令
和
３
年
卒
О
Ｂ
迄
で
９
７
３

名
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴

史
の
割
に
は
О
Ｂ
が
少
な
い
な

と
感
じ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
１
〜
３
年
生
全
員
で
戦
う

『
少
数
精
鋭
』
の
風
土
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
績
と
し
て

は
、
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
夏

の
甲
子
園
９
度
の
出
場
。
戦
後

と
し
て
は
昭
和
24
年
・
25
年
・

43
年
・
53
年
の
４
度
と
な
り
ま

す
。
昭
和
43
年
は
甲
子
園
ベ
ス

ト
８
ま
で
進
出
し
、
ア
ル
プ
ス

で
の
バ
ン
カ
ラ
応
援
風
景
も
あ

り
一
高
旋
風
が
全
国
的
に
も
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
53
年

以
降
、
県
大
会
決
勝
に
は
昭
和

61
年
・
平
成
５
年
・
平
成
21
年

と
３
度
進
出
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
甲
子
園
出
場
は
果
た

せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
特
に
平
成

21
年
は
菊
池
雄
星
投
手
(
現
М

Ｌ
Ｂ
マ
リ
ナ
ー
ズ
)
率
い
る
花

巻
東
高
校
と
の
激
戦
で
逆
転
惜

敗
は
苦
々
し
い
記
憶
と
し
て

残
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
９
度

の
甲
子
園
の
内
、
昭
和
24
・
25
年

は
選
手
と
し
て
、
昭
和
53
年
は

監
督
と
し
て
３
度
の
出
場
を
果

た
し
た
森
雄
一
氏
(
昭
和
26
年

卒
)
が
今
年
９
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
紙
面
上

で
後
援
会
会
員
及
び
同
窓
の
皆

様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
現
在
野
球
部
は
川

又
監
督
・
中
野
部
長
(
両
平
成

３
年
卒
)・
小
瀬
川
副
部
長
(
平

成
10
年
卒
)
３
名
が
選
手
た
ち

の
指
導
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
私
立
高
校
優
位
の
時
代
が

続
き
甲
子
園
の
道
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
県
立
高
校

№
１
を
目
指
し
日
々
練
習
に
励

み
、
昨
年
・
今
年
は
県
大
会
ベ

ス
ト
８
と
素
晴
ら
し
い
戦
績
を

残
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
『
栄

冠
は
君
た
ち
に
輝
く
!!
』
と
賛

辞
を
送
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
、

今
後
と
も
選
手
ら
へ
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

代
表
世
話
人　

三
田 

望
︵
昭
和
��
年
卒
︶

　
　

オ
リ
オ
ン
会
を
た
だ
の
同

窓
会
と
侮
る
な
か
れ
。

　

そ
の
ル
ー
ツ
は
大
正
時
代
に

遡
る
。
当
時
は
盛
ん
だ
っ
た
と
い

う
生
徒
達
だ
け
の
自
主
活
動
か

ら
生
ま
れ
た
花
巻
出
身
者
の
集

ま
り
で
、「
花
巻
オ
リ
オ
ン
倶
楽

部
」
が
前
身
と
な
る(

白
堊
校
90

年
史
Ｐ
40) 　

岩
田
信
三(

大
正
14

年
卒
宮
沢
賢
治
義
弟)

ら
が
発

起
人
と
な
り
、
北
山
愛
郎(

大
正

12
年
卒
花
巻
町
長
・
衆
議
院
議

員)

、
佐
藤
素
一(

大
正
12
年
卒

岩
手
県
議)

な
ど
が
中
心
と
な

り
、
新
入
生
歓
迎
会
、
卒
業
生

送
別
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、

夏
冬
の
休
み
や
土
日
に
は
、
花

巻
に
戻
っ
て
演
説
会
、
温
泉
旅

行
、
試
胆
会
な
ど
活
発
に
行
っ

て
い
た
(
白
堊
校
90
年
史
Ｐ
61)

。

通
学
し
て
い
る
も
の
を
含
め
そ

の
団
結
心
は
強
く
、
上
級
生
か

ら
一
声
掛
か
れ
ば
数
十
名
が
桜

町
の
練
兵
場
に
集
ま
り
野
球
や

ラ
グ
ビ
ー
に
興
じ
た
と
い
う

(

先
輩
談)

。
当
時
の
地
方
出
身

者
唯
一
の
俱
楽
部
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
戦
時
色
が
強
ま
る
に

つ
れ
自
然
消
滅
し
た
よ
う
だ

が
、
青
春
時
代
の
よ
き
思
い
出

は
皆
の
心
に
強
烈
な
印
象
と
し

て
残
っ
た
よ
う
だ
。

　
　

戦
後
、
世
の
中
が
落
ち
着

い
て
く
る
と
、
卒
業
生
の
間
に

オ
リ
オ
ン
会
復
活
の
気
運
が
芽

生
え
た
。
岩
田
信
三
、
山
田
林

市
ら
が
中
心
と
な
り
、
第
２
次

オ
リ
オ
ン
会
が
発
足
。
開
校
記

念
日
に
合
わ
せ
、
年
12
回
(
毎

13
日
)
に
大
先
輩
で
も
あ
る
双

葉
町
田
村
食
堂
に
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
盛
中
時
代
の
卒
業

生
の
み
で
あ
っ
た
が
、
多
士

済
々
、
さ
す
が
花
巻
の
政
財
界

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
実
力
者
揃

い
で
あ
っ
た
が
、
話
題
は
盛
中

時
代
の
事
に
限
る
と
い
う
ル
ー

ル
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、一
高

卒
業
生
も
徐
々
に
加
わ
り
(
筆
者

も
こ
の
頃
か
ら
参
加
)
毎
月
13

日
に
は
10
〜
15
名
程
が
集
ま
り
、

先
輩
諸
氏
の
武
勇
伝
や
盛
中
時

代
の
懐
古
談
を
聴
く
の
が
楽
し

み
で
あ
っ
た
。
５
月
と
12
月
は

特
別
に
男
女
共
学
と
称
し
て
、

お
酌
さ
ん
も
交
え
て
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

平
成
13
年
か
ら
は
ホ
テ
ル

花
城
に
場
を
移
し
、
年
２
回

(

５
月
13
日
、
12
月
13
日)

開
催

し
て
き
た
。
昭
和
50
年
代
以
降

の
卒
業
生
も
次
々
に
参
加
。
花

巻
に
転
勤
し
て
き
た
教
育
関
係

者
や
、
銀
行
員
等
も
加
わ
り
、

毎
回
20
〜
30
名
程
の
盛
況
を
見

て
い
る
。
こ
の
時
ば
か
り
は
そ

れ
ぞ
れ
青
春
時
代
に
戻
り
、
想

い
出
話
や
近
況
報
告
な
ど
で
時

の
経
つ
の
を
忘
れ
る
程
で
あ
る
。

及
川
浄
司(

昭
和
53
年
卒)

の

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
や
玉
木
光
子

(
昭
和
54
年
卒
)
の
ヴ
ィ
オ
ラ

演
奏
、
西
部
邦
彦
先
輩
(
ジ
ャ
ズ

バ
ー
す
ぺ
い
ん
俱
楽
部
オ
ー

ナ
ー
)
を
招
い
て
の
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
の
夕
べ
な
ど
想
い
出
は
尽

き
な
い
。
会
の
後
半
に
は
同
じ
学

び
舎
を
巣
立
っ
た
連
帯
感
と
誇

り
を
胸
に
М
旗
を
振
っ
て
の
応

援
歌
、
最
後
は
校
歌
斉
唱
で
締

め
括
る
。
オ
リ
オ
ン
会
の
隆
盛

と
会
員
の
活
躍
を
期
し
た
エ
ー

ル
に
送
ら
れ
て
散
会
と
な
る
。

　

残
念
な
が
ら
盛
岡
中
学
時
代

の
先
輩
は
殆
ど
鬼
籍
に
入
ら
れ
、

現
在
会
員
数
は
60
名
程
で
あ
る

が
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
盛
岡
一

高
卒
業
生
と
し
て
そ
の
気
概
と

誇
り
を
胸
に
こ
の
花
巻
で
集
え

る
事
に
喜
び
と
感
謝
を
捧
げ
つ

つ
、
オ
リ
オ
ン
会
が
未
来
永
劫

続
く
事
を
念
じ
て
筆
を
置
く
。

オ
リ
オ
ン
会
︵
花
巻
白
堊
会
︶

盛
岡
一
高
硬
式
野
球
部
後
援
会

３.

１.

２.

会
長　

杉
澤 

敏
明
︵
昭
和
��
年
卒
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、
首
都
圏
等
の
再
三

の
緊
急
事
態
宣
言
及
び
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
発
令

な
ど
全
国
規
模
と
な
り
、
岩
手

県
内
で
も
連
日
多
数
の
感
染

者
発
生
に
よ
り
独
自
の
緊
急

事
態
宣
言
が
８
月
12
日
か
ら

９
月
15
日
ま
で
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
感
染
不
安
で
緊
張
の
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
進
み
、
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
令
和
３
年
10
月
下

旬
に
は
感
染
者
の
減
少
が
続
き

一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
雫
石
白
堊
会
の
あ

る
雫
石
町
は
、
県
都
盛
岡
市

の
西
方
約
16
㎞
に
あ
り
、
町

の
中
央
を
国
道
46
号
及
び
Ｊ

Ｒ
田
沢
湖
線
・
秋
田
新
幹
線

が
東
西
に
横
断
し
、
総
面
積

は
６
０
８
㎢
と
広
大
で
、
町

内
各
地
に
温
泉
が
湧
出
し
、

詩
情
豊
か
な
い
で
湯
の
里
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

雫
石
白
堊
会

　

雫
石
白
堊
会
で
は
、
令
和

元
年
６
月
に
第
52
回
の
定
時

総
会
を
開
催
し
て
以
来
、
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
定
時
総
会
は

昨
年
度
に
続
き
本
年
度
も
中

止
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
、
定

時
総
会
に
は
、
学
校
長
、
白
堊

同
窓
会
会
長
に
ご
来
町
い
た

だ
い
て
、
母
校
盛
岡
一
高
の

近
況
や
同
窓
会
の
動
向
な
ど

の
お
話
し
を
通
し
て
交
流
を

深
め
て
お
り
ま
す
が
、
２
年

連
続
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
、
会
員
一
同
、
誠

に
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

雫
石
白
堊
会
の
重
要
な
事

業
で
あ
る
雫
石
町
出
身
の
新

入
生
歓
迎
会
も
総
会
開
催
に

併
せ
て
実
施
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
開
催

で
き
な
く
な
り
、
心
苦
し
く

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
母
校

の
ご
配
慮
に
よ
り
、
昨
年
12
月

１
日
母
校
の
校
舎
で
杉
澤
敏

明
雫
石
白
堊
会
会
長
か
ら
７

人
(
当
日
６
人

出
席
)
に
面
談

し
、
歓
談
後
に
入
学
お
祝
い

と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。(
写
真
参
照
)

　

明
治
13
年
５
月
13
日
創
立

の
母
校
は
、
昨
年
１
４
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
１
４
０

周
年
記
念
事
業
の
記
念
式
典
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、そ
し
て
、

岩
手
日
報
の
特
集
掲
載
記
事
、

Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
テ
レ
ビ
の

放
映
、
白
堊
通
信
40
号
な
ど

改
め
て
母
校
の
教
育
活
動
や

各
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生
や

伝
統
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
感
動
し
、
ま
た
、

心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

雫
石
白
堊
会
は
、
母
校
の

１
５
０
周
年
に
向
け
て
の
更

な
る
発
展
の
た
め
、
今
後
と

も
母
校
の
支
援
は
も
と
よ

り
、
同
窓
生
の
絆
を
深
め
、

会
員
増
加
に
資
す
る
盛
岡
一

高
へ
の
雫
石
町
出
身
者
の
入

学
者
増
加
を
願
い
、
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。

事
務
局　

古
舘 

謙
護

(
昭
和
47
年
卒
)

創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て

花
巻
「
オ
リ
オ
ン
会
」
の
今
昔

41（９）　2021年12月17日

会
長　

戸
田 

純
︵
昭
和
��
年
卒
︶

在
京
白
堊
会

会
長　

小
笠
原 

正
明
︵
昭
和
��
年
卒
︶

札
幌
白
堊
同
窓
会

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
、
在
京

白
堊
会
で
す
。

　

在
京
白
堊
会
は
、
１
９
６
８

年　

盛
岡
一
高
が
甲
子
園
で
ベ

ス
ト
８
ま
で
進
ん
だ
年
に
、
応

援
か
ら
帰
っ
て
き
た
先
輩
方
が

在京白堊会

札幌白堊同窓会

盛岡一高
硬式野球部
後援会

オリオン会

雫石白堊会

昨今はコロナ禍の中、新しい生活様式を求められ、

支部活動も制限されました。

各支部から届いた声を紹介します。

※令和３年度より改名

　

い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
禍
の
世

の
中
に
な
っ
て
以
降
、
同
窓

の
諸
兄
諸
姉
と
気
軽
に
懇
親

を
深
め
る
状
況
で
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
北
海

道
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

む
し
ろ
、
北
海
道
は
、
ま
だ

日
本
中
に
外
国
人
観
光
客
が

い
た
２
０
２
０
年
２
月
に
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
を
開
催

し
た
こ
と
も
影
響
し
て
か
、

同
月
に
、
全
国
一
早
い
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
知
事
権
限

で
発
出
す
る
に
至
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
と
は
、
他
の
地
域
よ
り
も

若
干
長
く
お
つ
き
あ
い
し
て

き
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
が
ま
ま
な
ら

な
い
中
、
唯
一
の
活
動
と
し

て
、
令
和
２
年
11
月
７
日
、

札
幌
白
堊
同
窓
会
を
リ
ア
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
ホ
テ
ル
の
ご
協
力
の

も
と
、
幹
事
で
議
論
を
重
ね
、

２
週
間
前
か
ら
の
体
調
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
始
ま
り
、
受
付

時
の
検
温
・
消
毒
と
マ
ス
ク

交
換
、
ア
ク
リ
ル
板
の
仕
切

り
に
よ
る
マ
ス
ク
会
食
、
言

い
た
い
こ
と
は
お
立
ち
台
の

マ
イ
ク
で
、
等
々
、
で
き
る

限
り
の
感
染
防
止
対
策
を
施

し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
医
療
現
場
で
日
々
奮

闘
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
々

に
ご
出
席
い
た
だ
け
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
た
め
、
当
日

の
出
席
者
は
だ
い
ぶ
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
十
分
に
確
保
で
き
る
広
す

ぎ
る
会
場
で
、
ド
ア
を
開
け

て
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
校
歌

斉
唱
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
出
席
の
皆

さ
ん
は
お
元
気
だ
っ
た
よ
う

で
一
安
心
。
同
窓
の
方
々
と

リ
モ
ー
ト
で
は
な
い
同
じ
空

間
で
語
ら
う
こ
と
で
、
こ
ち

ら
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

字
数
に
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
せ
っ
か
く
で
す
か
ら

北
海
道
の
話
を
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
北
海
道
に
は
、
明
治

４
年
に
札
幌
郡
月
寒
村
に
入

植
し
た
南
部
藩
士
吉
田
善
太

郎
(
子
孫
が
現
在
、
吉
田
牧

場
及
び
ノ
ー
ザ
ン
フ
ァ
ー
ム

と
し
て
、
日
本
競
馬
を
牽
引

す
る
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
)
を
嚆
矢
と
し
て
、
多
く

の
岩
手
の
人
々
が
渡
っ
て
き

て
い
ま
す
。
昨
年
、
２
月
か

ら
８
ヶ
月
間
、
盛
岡
て
が
み

館
で
「
北
の
大
地
に
魅
せ
ら

れ
て
│
盛
岡
と
先
人
と
北
海

道
│
」
と
い
う
企
画
展
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
佐
藤
昌
介

(
北
大
初
代
総
長
)、
新
渡
戸

稲
造
、
金
田
一
京
助
、
藤
根

𠮷
春
(
岩
手
県
立
農
学
校
校

長
)、
石
川
啄
木
な
ど
北
海

道
ゆ
か
り
の
方
々
の
手
紙
が

ま
と
め
て
展
示
さ
れ
、
壮
観

で
し
た
。
石
川
啄
木
は
そ
の

短
い
人
生
の
中
で
、
函
館
、

札
幌
、
小
樽
、
釧
路
の
４
カ

所
に
住
み
、
歌
を
残
し
、
宮

澤
賢
治
も
、①
盛
岡
中
学
校

の
修
学
旅
行
、②
宗
谷
本
線

全
通
と
宗
谷
海
峡
連
絡
船
就

航
に
伴
う
樺
太
行
き
、③
花

巻
農
学
校
の
修
学
旅
行
の
引

率
、
の
計
３
回
、
北
海
道
を

訪
れ
、
心
象
風
景
を
詩
に
残

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

常
呂
町
(
現
北
見
市
)
の
カ
ー

リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
も
、
岩
手

県
か
ら
の
入
植
者
の
子
孫
が

多
く
い
ま
す
。
岩
手
県
人
と

北
海
道
は
よ
ほ
ど
相
性
が
良

か
っ
た
の
で
す
ね
、
と
盛
岡

て
が
み
館
の
学
芸
員
佐
々
木

章
行
さ
ん
と
話
し
た
も
の
で

す
。

　

そ
ん
な
北
海
道
は
、
藤
尾

会
長
を
は
じ
め
と
し
て
ゆ
か

り
の
同
窓
生
も
多
く
、
今
も

案
外
に
同
窓
生
が
北
海
道
に

お
り
ま
す
。
転
勤
で
札
幌
勤

務
と
な
っ
た
方
に
も
、
思
わ

ぬ
邂
逅
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
札
幌
白
堊
同
窓
会
で

は
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

東
京
で
も
校
歌
を
歌
え
る
場
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、

白
堊
同
窓
会
の
支
部
で
は
な
く

独
立
し
た
同
窓
団
体
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
創
立
し
て

50
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
50
周
年

の
時
は
、「
在
京
白
堊
会　

50
年

の
歩
み
」(
２
０
０
ペ
ー
ジ
超
)

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
数
は
約
３
０
０

０
人
、
年
１
回
の
総
会
は
ホ
テ

ル
宴
会
場
を
利
用
し
て
３
０
０

人
近
い
会
員
が
集
ま
り
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
旧
交
を
温

め
、
最
後
に
旗
振
り
太
鼓
付
き

で
校
歌
を
歌
い
ま
す
。
ま
た
年

２
回
「
在
京
白
堊
会
報
」
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
に
行
っ

て
お
り
、
年
末
に
神
田
の
画
廊

で
約
１
週
間
行
わ
れ
る
白
堊
芸

術
祭
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
白
堊
レ

デ
ィ
ス
会
、
白
堊
歌
会
(
詠
む

ほ
う
)、
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
、

歌
の
ま
つ
り
(
歌
う
ほ
う
)、

白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
、
中

世
城
郭
探
訪
の
集
い
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０

２
０
年
、
２
０
２
１
年
は
白
堊

芸
術
祭
以
外
の
活
動
は
自
粛
し

て
お
り
、
年
１
回
の
総
会
も
開

催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
定
期
的

な
常
任
幹
事
会
は
開
催
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
が
納
ま
っ
た
ら
す

ぐ
活
動
開
始
で
き
る
よ
う
虎
視

眈
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
２
０
２
１
年
末
に
は
、
30

名
程
度
の
幹
事
会
を
開
き
、
２

０
２
２
年
の
５
月
に
は
３
年
ぶ

り
の
総
会
を
開
催
す
る
べ
く
御

茶
ノ
水
の
ホ
テ
ル
を
押
さ
え
て

い
ま
す
。
小
さ
な
声
で
も
い
い

か
ら
、
校
歌
を
歌
い
た
い
で
す

ね
。
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（
12
・
13
面
に
続
く
）

　

私
は
、
和
歌
山
市
で
行
わ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
絵
画
や
立
体
、
デ
ザ
イ
ン

な
ど
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
の
制
作
で
参
考
に

し
た
い
と
思
え
る
作
品
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
和
歌
山

の
名
産
品
で
あ
る
紀
州
備
長
炭
を

使
い
、
箸
置
き
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
講
演
会
で
は
、
多

摩
美
術
大
学
で
教
授
を
務
め
、
美

術
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る
野
田

裕
示
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
写
実
的
な
表
現

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
画
材
に
し

か
で
き
な
い
よ
う
な
表
現
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
と
て
も
興
味
を

持
ち
、
現
在
制
作
中
の
作
品
に
活

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
美
術
館
に
あ
ま
り
行
き

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
経
験
を
通
し

て
自
分
以
外
の
人
の
作
品
を
見
る

楽
し
さ
が
よ
く
わ
か
り
、
こ
れ
か

ら
は
気
に
な
る
展
覧
会
が
あ
っ
た

ら
積
極
的
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
へ
の
関
心

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
今
後
の
部
活

動
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
集
中

し
て
制
作
を
行
い
、
良
い
作
品
を

描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

美
術
部

２
年
２
組　
鷲
見  

達
也

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、

和
歌
山
県
で
の
全
国
大
会
が
実
施

さ
れ
、
生
で
作
品
を
見
た
り
、
読
み

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

制
作
の
段
階
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
作
品
で
は
取
材
に
行
け
る
回
数

が
少
な
く
、
あ
ま
り
多
く
の
素
材

を
撮
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
自
分
た
ち
の
満
足
の
い
く

作
品
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
一

心
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
ド
ラ
マ
作
品
で
は
、

演
劇
部
な
ど
ほ
か
の
部
活
の
方
と

も
協
力
を
し
て
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。
な
か
な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

合
わ
ず
、
ス
ム
ー
ズ
な
撮
影
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
後
に
は

自
分
た
ち
の
思
い
描
い
た
作
品
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
入
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
す
る
と
て
も

良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
大

会
で
は
、
入
賞
を
果
た
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら

取
材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
全
て
の

方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

放
送
委
員
会

２
年
３
組　
元
村  

心

　

生
物
部
は
、
全
国
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門
に
７
年
連
続
で
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

究
発
表
部
門
で
「
河
川
上
流
部
の

底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な
環
境

の
評
価
法
」、
ポ
ス
タ
ー(

パ
ネ
ル)

発
表
部
門
で
「
市
街
地
に
お
け
る

腐
肉
食
性
昆
虫
群
集
の
遷
移
」
と

い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
自
ら
の
足

で
何
度
も
調
査
を
行
い
、
大
量
の

デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
考
察
す
る
と

い
う
、
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね

る
も
の
で
し
た
。そ
の
成
果
と
し
て
、

研
究
発
表
部
門
で
は
、
奨
励
賞
(
４

〜
５
位
相
当
)
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
先
生
か

ら
は
、
野
外
調
査
の
多
く
の
デ
ー

タ
の
積
み
重
ね
や
、
丁
寧
な
解
析

を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
感
染
症
対
策
と
し

て
参
加
校
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
こ
と
で
会
場
で
の
密
状
態
を
防

止
し
、
開
会
式
と
閉
会
式
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
他
校
の
発
表
を

見
学
で
き
た
の
は
、
同
じ
グ
ル
ー

プ
の
高
校
の
み
で
少
し
残
念
で
し

た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
研
究
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実

し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

生
物
部

３
年
７
組　
阿
部  

恭
子

令
和
２
年
12
月
〜
令
和
３
年
11
月
の

大
会
結
果
に
つ
い
て

■
運
動
部

◎
弓
道
部

【
第
73
回
盛
岡
市
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
】

　

高
校
男
子
の
部

　

団
体　

盛
岡
一
男
子
Ｂ
(
齋
藤
玲
利
・
小
成
貴
紀
・

　
　
　
　

清
水
誉
大
)
18
射
11
中　

第
３
位

　

個
人　

藤
本
智
也　

６
射
５
中　

第
１
位

【
第
73
回
岩
手
県
高
総
体
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８
(
岡
澤
希
琉
・
齋
藤
玲
利
・

　
　

小
成
貴
紀
・
立
花
涼
和
・
藤
本
智
也
)　
　

【
第
40
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
団
体
(
齋
藤
玲
利
・
長
岡
勇
之
介
・

　
　
　
　
　
　

山
本
龍
之
介
)
36
射
15
中　
　

　

女
子
団
体
(
佐
々
木
杏
・
阿
部
な
な
み
・

　
　
　
　
　
　

舩
木
陽
帆
)　

36
射
11
中　

◎
剣
道
部

【
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一(
不
戦
勝
)
江
南
義
塾

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
４―

０
宮
古

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

【
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
優
勝
大
会
岩
手
県
予
選
】

　

先
鋒
の
部　

優
勝　

村
上
述

【
第
33
回
東
北
高
等
学
校
剣
道
選
抜
優
勝
大
会
】

　

男
子
団
体　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
仙
台
育
英
学
園

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

４
秋
田

【
第
73
回
盛
岡
市
民
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
江
南
義
塾

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
４―

０
盛
岡
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
南

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

第
３
位
(
東
北
高
等
学
校
剣
道
選
手

　

権
大
会
出
場
権
獲
得
・
大
会
は
中
止
)

　
　

予
選
リ
ー
グ 

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
市
立

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

０
盛
岡
南

　
　

決
勝
リ
ー
グ 

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

４
福
岡

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
南

　

女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

予
選
リ
ー
グ 

盛
岡
一
４―

０
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
５―

０
久
慈
東

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
白
百
合
学
園

【
第
64
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
４―

０
一
関
高
専

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
２―

３
盛
岡
南

　

女
子
団
体　

準
優
勝

　

(
東
北
高
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

１
宮
古

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

０
花
巻
南

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
３―

０
花
巻
北

　
　

決
勝　
　
　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
白
百
合
学
園

◎
硬
式
野
球
部

【
第
68
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
岩
手
県
大
会

盛
岡
地
区
予
選
】

　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
９―

２
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　

(
６
回
コ
ー
ル
ド
)

　

代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

４
盛
岡
三

　
　
　
　
　
　
　

(
９
回
サ
ヨ
ナ
ラ
)

　

敗
者
復
活
代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
０―

６
盛
岡
市
立

　

敗
者
復
活
代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
農

【
第
103
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
岩
手
大
会
】

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
釜
石

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
９―

１
洋
野
紫
波
連
合

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
６―

５
久
慈

　
　
　
　
　
　

(
延
長
11
回
サ
ヨ
ナ
ラ
)

　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
６―

13
一
関
学
院

　
　
　
　
　
　

(
８
回
コ
ー
ル
ド
)

　

(
２
年
連
続
９
大
会
ぶ
り
ベ
ス
ト
８
)

【
第
74
回
秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
岩
手
県
大
会

盛
岡
地
区
予
選
】

　

１
回
戦　
　
　
　
　

盛
岡
一
２―

３
盛
岡
誠
桜

　

敗
者
復
活
１
回
戦　

盛
岡
一
１―

４
盛
岡
商

◎
サ
ッ
カ
ー
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

０
釜
石
(
Ｐ
Ｋ
４―

２
)

　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

８
盛
岡
中
央

【
第
100
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

０
盛
岡
三(

Ｐ
Ｋ
６―

５)

　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
市
立

【
第
56
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

０
水
沢
工

　

３
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
商

◎
柔
道
部

【
第
43
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
団
体
(
阿
部
・
草
木
・
千
葉
・
三
浦
・
佐
藤
)

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
○
一
人
残　

一
関
工

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一　

三
人
残
〇
盛
岡
南　

　

女
子
団
体
(
菅
野
・
遠
藤
・
小
松
・
廣
田
・
小
沼
)

　

第
３
位

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
○
３―

０　

宮
古
商
工

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
○
２―

１　

花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一　

０―

２
○
不
来
方

　
　

大
会
優
秀
選
手　

菅
野
蓮
未

　

男
子
個
人

　
　

60
㎏
級　

阿
部
喜
斗　

第
３
位

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
２
位

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

第
１
位

【
第
43
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
東
北
地
区
大
会
】

　

女
子
団
体
(
廣
田
諒
子
・
菅
野
蓮
未
・
小
松
春
賀
)

　
　

第
５
位

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
相
馬
東
(
福
島
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
２―

０
金
足
農
(
秋
田
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

１
古
川
工
(
宮
城
)

　

男
子
個
人

　
　

60
㎏
級　

阿
部
喜
斗　

１
回
戦
敗
退

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

２
回
戦
敗
退

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

２
回
戦
敗
退

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体 

(
阿
部
喜
斗
・
三
浦
大
也
・
草
木
直
太
朗
・

　
　
　
　
　

 
 

松
本
虎
太
朗
・
柿
木
結
和
)

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
１―

３
専
大
北
上

　

女
子
団
体 

(
菅
野
蓮
未
・
菅
野
琴
未
・
内
舘
凜
)

　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
１―

０
福
岡

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
久
慈
東

　

男
子
個
人

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
２
位　

　

女
子
個
人　

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
３
位　

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

第
１
位　

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
大
会

(
イ
ン
タ
ー
ハ
イ) 　

第
70
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会
】

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未×

(

合
わ
せ
技)

〇
吉
田

　
　
　
　
　
　

(
滋
賀
・
比
叡
山)

１
回
戦

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会
】

　

男
子
団
体
(
佐
藤
快
・
三
浦
大
也
・
千
葉
聡
太
・

　
　
　
　
　
　

柿
木
結
和
・
松
本
虎
太
朗
)

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―
２
花
巻
北

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―
４
盛
岡
中
央　

　

女
子
団
体
(
菅
野
琴
未
・
佐
藤
心
菜
・
廣
田
諒
子
・

　
　
　
　
　
　

鎌
田
舞
花
・
小
川
結
来
)
第
３
位　

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
福
岡

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
宮
古

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一(
内
容
負
け
)
１―

１
〇
不
来
方

　

男
子
個
人

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

ベ
ス
ト
８　

 

　

女
子
個
人
試
合

　
　

48
㎏
級　

佐
藤
心
菜　

ベ
ス
ト
８

　
　

52
㎏
級　

廣
田
諒
子　

第
３
位　

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
２
位

【
第
44
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
個
人　

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

女
子
個
人　

　
　

52
㎏
級　

廣
田
諒
子　

第
３
位

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
３
位

　

男
子
団
体
(
千
葉
・
佐
藤
・
松
本
・
柿
木
・
三
浦
)

　
　

盛
岡
一　

一
人
残
し
〇
専
北　

２
回
戦
敗
退

　

女
子
団
体
(
佐
藤
・
廣
田
・
菅
野
・
小
川
・
小
松
)

　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

盛
岡
一
２―

０
久
慈

　
　

盛
岡
一
２―

１
花
巻
東

　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
南　

◎
水
泳
部

【
第
76
回
国
民
体
育
大
会
岩
手
県
代
表
選
手
選
考
会

兼  

令
和
３
年
度
岩
手
県
選
手
権
】

男
子
1500
ｍ
自
由
形　

第
３
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
６
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
５
位　

菊
池
達
稀

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ  

第
４
位　

菊
池
達
稀

   
 
   

 
   

 
   

 

第
８
位　

小
笠
原
助
維

　
　

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
８
位　

川
崎
凜

　
　

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐
)

女
子
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
６
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
千
葉
彩
美
香
・
鈴
木
亜
優
・

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
伊
藤
心
春
)

　
　

400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
７
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
吉
田
彩
乃
・
伊
藤
心
春
・

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
彩
美
香
・
鈴
木
亜
優
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

男
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

菊
池
達
稀

　
　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

小
笠
原
助
維

　
　

400
ｍ
自
由
形
(
タ
イ
ム
決
勝
)

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

1500
ｍ
自
由
形
(
タ
イ
ム
決
勝
)

　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

200
ｍ
自
由
形　

第
７
位　

船
水
新
太

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
８
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
６
位　

菊
池
達
稀

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

船
水
新
太
・
菊
池
純
晟
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
小
山
田
理
人

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
６
位　

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐

　
　

４×

200
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
千
羽
弥
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
船
水
新
太

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
５
位　

金
野
恭
佳

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
８
位　

伊
藤
心
春

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
６
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
７
位　

千
葉
彩
美
香

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
７
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

第
７
位　

伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
５
位　

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

【
第
76
回
東
北
水
泳
大
会
】

男
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
21
位　

菊
池
達
稀

　
　
　
　
　
　
　
　

第
34
位　

小
笠
原
助
維

　
　

400
ｍ
自
由
形　

第
37
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
42
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

1500
ｍ
自
由
形　

第
24
位　

菊
池
翔
太

　
　

200
ｍ
自
由
形　

第
37
位　

船
水
新
太

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
24
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
37
位　

菊
池
達
稀

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
34
位

　
　
　
　
　
　
　
　

船
水
新
太
・
菊
池
純
晟
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
小
山
田
理
人

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
38
位

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐

　
　

４×

200
ｍ
リ
レ
ー　

第
36
位

　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
千
羽
弥
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
船
水
新
太

　

(
リ
レ
ー
競
技
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　

た
め
実
施
せ
ず
、
県
大
会
８
位
以
上
の
チ
ー
ム
で
県

　

大
会
の
記
録
に
よ
り
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
。
)

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
40
位　

金
野
恭
佳

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
43
位　

伊
藤
心
春

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
42
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
41
位　

千
葉
彩
美
香

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
44
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
35
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー
(
エ
ン
ト
リ
ー
証
明
)
第
41
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
エ
ン
ト
リ
ー
証
明
)
第
42
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

【
第
59
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会
】

男
子
400
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

河
田
千
羽
弥

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
２
位　

小
笠
原
助
維

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

船
水
新
太

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
１
位　

小
笠
原
助
維

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

船
水
新
太

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
理
人
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

和
地
優
吾
・
船
水
新
太

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
黎
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
理
人
・
船
水
新
太

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

部
活
動
の
記
録

41（11）　2021年12月17日

　

今
回
私
た
ち
登
山
部
女
子
は
福

井
県
勝
山
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
３
位
入
賞
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
目
指
し

て
い
た
１
位
を
取
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ
ダ
ル
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以
上

に
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
登
山
と
い
う

競
技
は
私
た
ち
だ
け
で
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
開
催
地
域
の
方
々
や

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
な
ど
本
当
に

多
く
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て

こ
そ
私
た
ち
は
山
に
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
状
況
下
で
は

そ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
参
加
し

て
、
普
段
は
会
う
こ
と
が
で
き
な

い
全
国
の
山
を
登
る
仲
間
と
会
う

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
後
輩
に

は
、
今
回
得
た
こ
と
を
糧
に
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

　

最
後
に
、
白
堊
同
窓
会
の
皆
様
、

顧
問
の
先
生
、
そ
し
て
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
山
部

３
年
２
組　
佐
藤  

里
咲

　

私
は
、
今
年
の
夏
に
富
山
県
で

行
わ
れ
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大

会
女
子
ダ
ブ
ル
ス
に
、
２
年
生
の

長
山
紗
千
さ
ん
と
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
練
習
試
合
な
ど

の
実
戦
練
習
を
思
う
よ
う
に
で
き

な
い
状
況
で
し
た
が
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
の
仲
間
達
と
練
習
方
法
を

工
夫
し
た
り
、
自
分
た
ち
で
自
主

練
習
を
行
っ
た
り
、
県
の
強
化
合

宿
に
参
加
し
た
り
し
な
が
ら
当
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
強
豪
作
新
学
院
を
相
手

に
初
戦
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
ミ
ス
が
な
い
速
く
正
確

な
球
回
し
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
選
手
の
実
力
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら

の
競
技
生
活
に
も
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
白
堊

同
窓
会
の
皆
様
、
最
後
ま
で
支
え

て
下
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
方
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

３
年
３
組　
上
平  

佳
歩

　

私
は
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
令

和
３
年
度
全
国
高
総
体
空
手
道
競

技
大
会
、
男
子
個
人
形
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。
結
果
は
第
１
ラ
ウ

ン
ド
敗
退
で
し
た
が
、
全
国
の
舞

台
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
緊
張
感
の
中
で
試
合
が
で
き
た

こ
と
は
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
お
い
て
盛
岡
一
高
に
空
手

道
部
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
の

に
も
関
わ
ら
ず
、
私
が
一
高
の
生

徒
と
し
て
大
会
に
参
加
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
出
場
を
認
め
て
下
さ

る
学
校
長
始
め
学
校
関
係
者
の
皆

様
並
び
に
奨
励
金
と
い
う
形
で
應

援
し
て
頂
い
た
同
窓
会
の
御
協
力

の
お
陰
で
す
。
特
に
も
担
任
の

佐
々
木
康
裕
先
生
に
は
、
御
多
忙

の
中
の
と
こ
ろ
参
加
手
続
き
や
宿

泊
先
の
申
し
込
み
等
様
々
な
面
で

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。
御
協
力

頂
い
た
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
格
闘
技
を
続
け
ま
す

が
、
常
に
誰
か
の
協
力
が
あ
っ
て

自
分
の
練
習
、
試
合
が
で
き
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
一
瞬
一

瞬
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
意

識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
次
こ
そ
は
結
果
で
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

空
手
道

３
年
３
組　
髙
橋  

海
音

 

僕
は
東
京
よ
り
西
に
は
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
僕
に
と
っ
て
は 

東 

京
が

最
西
端
の
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。 

　

そ
ん
な
僕
が
和
歌
山
に
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
場
所
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
大
会
前
日
の
列
車
移

動
で
疲
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
僕
の
高
総
文
祭
１
日
目
の
碁

は
酷
い
も
の
で
し
た
。 

　

１
回
戦
目
の
相
手
は
兵
庫
県
で

し
た
。
相
手
は
六
段
で
し
た
。
僕

は
四
段
で
勝
て
る
相
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
一
矢

報
い
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
序
盤

で
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
全
国
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
の
試
合
は
接
戦
で
負
け

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
結
局
団

体
と
し
て
は
１
勝
５
敗
、
個
人
と

し
て
は
２
勝
で
終
わ
り
ま
し
た
。 

　

今
回
の
大
会
で
は
結
果
を
残
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
得
る
こ
と
は
多
か
っ
た
様

に
思
え
ま
す
。
今
年
の
新
人
戦
、

来
年
度
の
大
会
に
向
け
て
強
く
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
次
は
勝

ち
越
し
。
そ
れ
を
目
標
に
こ
れ
か

ら
の
部
活
動
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

囲
碁
将
棋
部

（
囲
碁
部
門
）

１
年
７
組　
畠
山  

空

　

こ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
高
校
入

学
後
初
の
全
国
大
会
で
し
た
。
昨

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
で
中
止
と
な
り
、
悔
し
さ
の
あ

ま
り
沢
山
泣
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
の
夏
に
か

け
る
気
持
ち
は
人
一
倍
で
し
た
。

　

結
果
は
女
子
団
体
５
位
、
個
人

ベ
ス
ト
16
と
惜
し
く
も
目
標
の
優

勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全

国
と
い
う
舞
台
で
の
１
勝
の
重
み

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緊
張
感
の
あ
る
会
場
で

対
局
す
る
こ
と
は
精
神
的
に
も
鍛

え
ら
れ
、
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
力
を
最

大
限
発
揮
し
、
仲
間
と
共
に
大
き

な
舞
台
で
将
棋
を
指
せ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
厳
し
い
社
会

状
況
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
大

会
を
開
催
で
き
る
こ
と
が
ど
れ
だ

け
特
別
な
こ
と
か
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
を
胸
に
、
来
年
は
優

勝
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
支
え
て
く
れ
る
周
り
の
人

へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
一
所
懸
命
部
活
に
励
み

ま
す
。

２
年
５
組　
及
川  

瑞
希

　

私
は
８
月
８
日
か
ら
長
野
県
長

野
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
柔
道
競
技
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
他
校
と
の
練
習
の
制

限
等
、
自
分
の
実
力
を
磨
く
場
も

限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
不
安
も
大

き
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
国
大
会

と
い
う
大
き
な
舞
台
で
自
分
の
柔

道
が
通
用
す
る
よ
う
、
精
一
杯

日
々
の
稽
古
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
結
果
は
初
戦
敗
退
と
い
う
悔

し
い
も
の
で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
会
場
で
試
合
が
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
試

合
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と
後
輩
に

引
き
継
ぎ
、
次
回
以
降
の
大
会
で

は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
大

き
な
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
私
た
ち
の
活

動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 柔

道
部

３
年
３
組　
菅
野  

蓮
未

　

紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
２
０
２

１
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
密

や
対
面
で
の
交
流
を
避
け
た
形
で

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流

会
で
は
紀
州
漆
器
に
ち
な
ん
で
、

漆
器
風
の
文
鎮
に
好
き
な
漢
字
１

文
字
を
金
色
の
塗
料
で
書
く
と
い

う
活
動
で
、
私
は
、
今
回
の
作
品
で

あ
る
甲
骨
文
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
、「
鹿
」
と
い
う
字
を
甲
骨
文

字
で
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
結
実

の
実
」
と
い
う
共
同
作
品
に
は
「
青

春
の
夢
に
忠
実
で
あ
れ
」
と
い
う

言
葉
を
記
し
ま
し
た
。
鑑
賞
会
は
、

班
員
の
作
品
へ
の
鑑
賞
カ
ー
ド
を

書
き
、
交
換
し
ま
し
た
。
講
評
会
で

は
、
審
査
員
の
作
品
を
見
る
視
点

や
、
大
会
の
傾
向
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
作
品

の
評
価
も
受
け
て
、
自
分
が
伝
え

た
か
っ
た
甲
骨
文
字
の
持
つ
魅
力

や
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

全
国
と
い
う
場
で
特
別
賞
を
貰

え
た
こ
と
、
本
当
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
後
輩
や
周
り

の
人
達
に
も
伝
え
、
も
っ
と
書
道

の
魅
力
を
広
め
る
と
と
も
に
、
自

分
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

書
道
部

３
年
２
組　
𠮷
田  

絢
咲

""

囲
碁
将
棋
部

（
将
棋
部
門
）

出場おめでとう！
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女
子

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部　

第
６
位

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
11
位　

高
橋
結
季

　
　

3000
ｍ　
　
　

第
20
位　

高
橋
結
季

　
　
　
　
　
　
　

第
24
位　

鷲
津
永
子

　
　
　
　
　
　
　

第
29
位　

畑
結
菜

　
　

2000 

mSC　
　
　

第
２
位　

(
大
会
新
記
録
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
村
維

　
　

４×

100 

mR　

第
８
位　

久
保
田
美
咲
・

　
　
　

吉
田
ひ
な
た
・
大
津
枝
里
子
・
住
吉
彩
季

　
　

走
幅
跳　
　

第
５
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
７
位　

住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　

砲
丸
投　
　

第
５
位　

久
保
田
美
咲

　
　

七
種
競
技　

第
６
位　

佐
藤
瑚
々
花

【
第
76
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
兼
秩
父

宮
賜
杯　

第
74
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
東
北
地
区
予
選
会
】

　

男
子

　
　

砲
丸
投(

６
・
000
㎏)

第
19
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

2000 

mSC　
　
　

第
16
位　

樫
村　

維

　
　

走
幅
跳　
　

第
33
位　

多
田
愛
佳

　
　

三
段
跳　
　

第
10
位　

多
田
愛
佳

　
　

砲
丸
投　
　

第
12
位　

久
保
田
美
咲

【
第
73
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

兼  

第
76
回
国
民
体
育
大
会
選
手
選
考
競
技
会
】

　

男
子

　
　

２
部
800
ｍ　
　
　

第
４
位　

錦
戸
昴
雅

　
　

２
部
４×

400 

mR　

第
５
位　

邉
見
柚
喜
・

　
　
　

錦
戸
昴
雅
・
鳥
居
琢
磨
・
平
子
新

　
　

３
部
砲
丸
投　
　

第
２
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

２
部
100 

mYH　
　
　

第
５
位　

佐
藤
瑚
々
花

　
　

２
部
４×

400 

mR　

第
６
位　

佐
藤
唯
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住
吉
彩
季
・
高
橋
結
季
・
佐
藤
瑚
々
花

　
　

２
部
三
段
跳　
　

第
３
位　

多
田
愛
佳

　
　

３
部
100 

mYH　
　
　

第
２
位　

住
吉
彩
季

【
第
39
回
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
競
技
記
録
会
花
巻
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
６
位　

錦
戸
昴
雅

【
第
72
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
４
位　

錦
戸
昴
雅

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
13
位　

錦
戸
昴
雅　

　
　

5000
ｍ　
　
　

第
11
位　

髙
橋
真
人　

　
　

110 

mH　
　
　

第
６
位　

濱
田
義
仁

　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

邉
見
柚
喜

　
　

砲
丸
投　
　

第
４
位　

村
守
壮
太

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　

女
子　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部　

第
５
位

　
　

800
ｍ　
　
　

第
８
位　

高
橋
結
季

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
13
位　

高
橋
結
季

　
　

100 

mH  

　
　

第
５
位　

住
吉
彩
季

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

400 

mH　
　
　

第
８
位　

佐
藤　

唯

　
　

走
幅
跳　
　

第
６
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

七
種
競
技　

第
７
位　

佐
藤
瑚
々
花

【
第
72
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
岩
手
県

予
選
会　

第
33
回
全
国
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走

大
会
岩
手
県
予
選
会  

兼  

第
38
回
岩
手
県
高
等

学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
】

　

男
子　

第
９
位

　
　

髙
橋
真
人
・
鳥
居
琢
磨
・
錦
戸
昴
雅
・

　
　

前
原
知
志
・
正
木
快
歩
・
古
水
健
一
郎
・

　
　

菅
原
徹
平

　

女
子　

第
７
位

　
　

高
橋
結
季
・
梅
澤
萌
・
佐
藤
唯
・

　
　

佐
藤
瑚
々
花
・
畑
結
菜

【
２
０
２
１
岩
手
県
秋
季
陸
上
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
７
位　

錦
戸
昴
雅

　
　

110 

mH　
　
　

第
８
位　

邉
見
柚
喜

　
　

４×

400 

mR　

第
８
位　

平
子
新
・
錦
戸
昴
雅
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
琢
磨
・
邉
見
柚
喜

　
　
　

砲
丸
投　

第
２
位　

村
守
壮
太

　
　
　

円
盤
投　

第
４
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

100 

mH　
　
　

第
５
位　

住
吉
彩
季

　
　

400 

mH　
　
　

第
７
位　

佐
藤
唯

　
　

走
幅
跳　
　

第
７
位　

多
田
愛
佳

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

住
吉
彩
季

　
　

砲
丸
投　
　

第
２
位　

久
保
田
美
咲

■
文
化
部

◎
囲
碁
将
棋
部

【
第
21
回
東
北
地
区
高
等
学
校
将
棋
新
人
大
会
】

　

山
内
愛
子　

第
４
位
(
３
勝
１
敗
)

　

及
川
瑞
希　

第
５
位
(
２
勝
２
敗
)

【
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
将
棋
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　

Ａ
級　

古
瀨
琢
也　

ベ
ス
ト
８
(
５
位
相
当
)

　
　
　
　

吉
田
栄
樹　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　

山
﨑
裕
哉　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　

蔵
本
脩　
　

ベ
ス
ト
８

　

Ｂ
級　

田
中
太
郎　

５
勝　
　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　

中
川
晶
太　

４
勝
１
敗　
　
　

 

８
位

　

男
子
団
体
戦

　
　

Ａ
級　

盛
岡
一
Ａ
１
(
蔵
本
・
古
瀨
・
吉
田
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
位

　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ａ
２
(
山
﨑
・
千
葉
・
川
向
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
位

　
　

Ｂ
級　

盛
岡
一
Ｂ
２
(
小
松
・
田
中
・
竹
澤
)

　
　
　
　
　

４
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ｂ
１
(
坂
本
・
内
田
・
中
川
)

　
　
　
　
　

３
勝
１
敗　
　
　
　
　
　
　

 

４
位

　

女
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　

及
川
瑞
希　

５
勝
１
敗　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

山
内
愛
子　

５
勝
１
敗　
　

 

２
位

　
　

Ｂ
級　

細
越
瀬
奈　

４
勝　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

小
川
結
楽　

３
勝
１
敗　
　

 

４
位

　

女
子
団
体
戦

　
　

盛
岡
第
一
(
小
川
・
山
内
・
細
越
)　

１
位

　
　

(
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

【
第
45
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁
選
手

権
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　
　

畠
山
空　
　

３
勝
１
敗 

第
２
位

　
　

(
全
国
選
手
権
大
会
、
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

　
　
　
　
　
　

佐
藤
志
斗　

２
勝
２
敗 

第
３
位

　
　
　
　
　
　

(
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

　
　

Ｂ
級　
　

藤
森
久
遠　

４
勝
０
敗 

第
１
位

　
　
　
　
　
　

田
中
太
郎　

３
勝
１
敗 

第
２
位

　
　
　
　
　
　

竹
澤
哲　
　

３
勝
１
敗

　
　
　
　
　
　

山
﨑
裕
哉　

２
勝
２
敗

　
　
　
　
　
　

古
瀨
琢
也　

２
勝
２
敗

　
　

Ｃ
級　
　

内
田
浩
太
郎　

２
勝
２
敗

　
　

Ｅ
１
級　

廣
嶼
文
琳　
　

２
勝
２
敗

　

男
子
団
体
戦

　
　

Ａ
級　
　

盛
岡
一
Ａ
１

　
　
　
　
　
　

(
畠
山
・
佐
藤
・
山
﨑
)
第
１
位

　
　
　
　
　
　

(
全
国
選
手
権
大
会
出
場
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ａ
２

　
　
　
　
　
　

(
田
中
・
藤
森
・
竹
澤
)
第
２
位

　
　

Ｂ
１
級　

盛
岡
一
Ｂ

　
　
　
　
　
　

(
古
瀨
・
内
田
・
及
川
)
第
２
位

　

女
子
個
人
戦　

及
川
瑞
希　

２
勝
２
敗

【
紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
２
０
２
１
囲
碁
部
門
】

　

男
子
団
体
戦 

　
　

岩
手
県
(
主
将
:
畠
山
空
、
副
将
:
佐
藤
志
斗
)

　
　

１
勝
５
敗　

42
位
／
44
チ
ー
ム

　
　

×

兵
庫
、×

富
山
、×

山
梨
、×

宮
城
、

　
　

〇
愛
媛
、×

福
島

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門

第
57
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
】

　

女
子
団
体

　

(
小
川
結
楽
・
山
内
愛
子
・
細
越
瀬
奈
)

　
　

予
選
リ
ー
グ
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

４
回
戦
)
３
勝
１
敗　

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

第
５
位
入
賞

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
尚
絅
(
熊
本
)　

　

女
子
個
人
戦　

及
川
瑞
希

　
　

予
選
リ
ー
グ
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

４
回
戦
)
３
勝
１
敗

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
16

　
　

１
回
戦　

及
川
○―

×

近
藤
(
米
子
松
蔭
、鳥
取
)

　
　

２
回
戦　

及
川×

―

○
藤
原
(
西
宮
、兵
庫
)

【
第
45
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

大
会
全
国
大
会
】

　

男
子
団
体
戦

　
　

１
次
リ
ー
グ
Ｄ
組　

盛
岡
一(
主
将
:
畠
山
空
、 

　
　

副
将
:
佐
藤
志
斗
、 

三
将
:
山
﨑
裕
哉
)

　
　

１
勝
２
敗
で
１
次
リ
ー
グ
敗
退

　

男
子
個
人
戦

　
　

１
次
リ
ー
グ
Ｂ
組　

畠
山
空

　
　

１
勝
２
敗
で
１
次
リ
ー
グ
敗
退

【
第
40
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　

第
３
位　

川
向
一
輝

　
　
　
　
　

第
４
位　

蔵
本
脩

　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８　

古
瀨
琢
也
、
千
葉
紘
也

　
　
　
　
　

１
回
戦　

田
中
太
郎

　
　

Ｂ
級　

第
２
位　

西
舘
碧
埼

　
　
　
　
　

第
５
位　

内
田
浩
太
郎

　
　
　
　
　

第
10
位　

佐
藤
志
斗

　
　
　
　
　

第
28
位　

畠
山
空

　
　
　
　
　

第
29
位　

藤
森
久
遠

　

女
子
個
人
戦

　
　
　
　
　

第
１
位　

及
川
瑞
希

　
　
　
　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　

団
体
戦

　
　

Ａ
級　

第
２
位　

古
瀨
・
千
葉
・
蔵
本

　
　

Ｂ
級　

第
１
位　

及
川
・
川
向
・
田
中

　
　
　
　
　

第
８
位　

内
田
・
佐
藤

　
　
　
　
　

第
12
位　

藤
森
・
畠
山

【
第
30
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
囲
碁
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

準
優
勝　

佐
藤
志
斗

　
　
　

第
３
位　

畠
山
空

　
　
　

第
４
位　

田
中
太
郎

　
　

Ｂ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

古
瀨
琢
也　
　

２
勝
２
敗

　
　
　

内
田
浩
太
郎　

１
勝
３
敗

　
　

Ｃ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

川
向
一
輝　
　

４
勝
０
敗　

第
１
位

　
　
　

千
葉
紘
也　
　

３
勝
１
敗　

第
２
位　

　

男
子
団
体
戦
Ａ
級
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　

盛
岡
一
Ａ
１
(
畠
山
・
佐
藤
・
田
中
)
第
２
位

　
　

盛
岡
一
Ａ
２
(
藤
森
・
古
瀨
・
内
田
)
第
７
位

　

男
子
団
体
戦
Ｂ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　

盛
岡
一
Ｂ 

(
及
川
・
川
向
・
千
葉
)
第
１
位

　

女
子
個
人
戦
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

及
川
瑞
希　

優
勝

【
岩
手
県
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
高
校
生

囲
碁
講
習
会
高
校
級
別
囲
碁
大
会
】

　

Ａ
級　

山
﨑
裕
哉　
　
　
　
　
　

 

１
勝
３
敗

　

Ｃ
級　

竹
澤
哲
、
古
瀨
琢
也　
　

 

３
勝
１
敗

　
　
　
　

田
中
太
郎
、
内
田
浩
太
郎 

２
勝
２
敗

　

女
子　

及
川
瑞
希　
　
　
　
　
　

 

２
勝
２
敗

【
第
35
回
東
北
地
区
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
】

　

県
対
抗
の
部

　

男
子

　
　

岩
手
(
副
将
:
佐
藤
志
斗　

三
将
:
畠
山
空
)

　
　

４
勝
１
敗　

第
２
位

　

女
子 

　
　

岩
手
(
主
将
:
及
川
瑞
希
)

　
　

１
勝
４
敗　

第
４
位

◎
英
語
部

【
文
科
省
後
援  

第
６
回P

D
A

高
校
生
即
興
型

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国
大
会
】 (ONLINE

開
催
)

　

盛
岡
一
(
女
鹿
翼
・
千
葉
叶
夏
子
・
岩
間
陽
菜
)

　

７
位
(
64
校
中
)

　

女
鹿
翼　

Best Debater

賞
・Best POI

賞
受
賞

【
第
15
回
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会online

】

　

盛
岡
一
(
橘
晶
子
・
吴
佳
苓
・
藤
澤
奈
々
・

　

小
川
花
乃
・
谷
藤
沙
帆
・
宮
野
紗
也
子
)

　

予
選
結
果　

２
勝
４
敗　

46
位
(
64
校
中
)

【
岩
手
県K

enji C
up

高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会　

O
nline

】

　

盛
岡
一
Ａ
チ
ー
ム
(
島
田
澪
・
澤
﨑
ゆ
ず
か
・

　

千
葉
叶
夏
子
・
千
葉
琉
空
・
小
成
雪
月
・
山
形
想
)

　
　

第
２
位　

　

盛
岡
一
Ｂ
チ
ー
ム
(
佐
々
木
咲
綾
・
阿
部
愛
菜
・

　

金
田
成
加
・
岩
間
陽
菜
・
千
田
毬
愛
・
相
馬
仁
衣
梨
)

　
　

第
３
位

　

ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー　

島
田
澪　
　

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

２
０
２
１

年
度
岩
手
県
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

島
田
澪
「Sharing Joboji’s Hidden Treasure

」

　

第
２
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

小
成
雪
月
「A Victim,But Not Really

」

　

第
７
位

◎
演
劇
部

【
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
演
劇
専
門
部　

県
北
・
北
盛
岡
地
区
発
表
会
】

　

盛
岡
一　

「day to day

」(
佐
藤
か
つ
ら
作
)

　

優
秀
賞　

(
８
校
中
２
位
相
当
・
県
大
会
出
場
)

　

俳
優
賞　

熊
谷
若
菜

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
】

　

盛
岡
一　

優
秀
賞
一
席
(
東
北
大
会
出
場
)

◎
音
楽
部

【
第
73
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
】

　

盛
岡
一　

金
賞

【
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
】

　

盛
岡
一　

金
賞

◎
化
学
部

【
令
和
３
年
度
科
学
の
甲
子
園
岩
手
県
大
会
】

　

総
合
第
１
位
(
全
国
大
会
出
場
)　

◎
軽
音
楽
部

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
21
回
軽
音
楽
発
表
会
】

　

優
秀
賞
(
県
２
位
相
当
)

　
　

盛
岡
一
〔
グ
ル
ー
プ
名
〕THRONE

　
　

菊
池
勇
介
・
柾
本
南
美
・
小
原
結
菜
・

　
　

藤
野
日
花
里
・
谷
地
弘
美

◎
写
真
部

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門

第
40
回
岩
手
県
高
等
学
校
写
真
展
】

　
　

優
良
賞　

石
井
彩
貴　

「
仮
面
」

　
　

入
選　
　

千
葉
京
佳　

「
君
を
探
す
」

◎
書
道
部

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
和
歌
山

大
会
書
道
部
門
】

　
　

特
別
賞　

𠮷
田
絢
咲

【
第
19
回
岩
手
県
高
等
学
校
書
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
　

奨
励
賞　

三
ヶ
森
風
花

【
第
17
回
岩
手
日
報
高
校
書
展
】

　
　

秀
逸
賞　

𠮷
田
絢
咲

　
　

入
選　
　

玉
井
し
の

【
第
22
回
高
校
生
国
際
美
術
展
】

　
　

奨
励
賞　

小
林
優
香
、
三
ヶ
森
風
花

　
　

佳
作　
　

𠮷
田
絢
咲
、
中
村
し
ず
く
、

　
　
　
　
　
　

小
原
結
菜
、
竹
田
真
鈴

【
第
43
回
ふ
れ
あ
い
書
道
展
】

　

条
幅
の
部

　
　

筆
都
大
賞　

永
井
瑚
夏
、
三
ヶ
森
風
花
、　
　

　
　
　
　
　
　

横
山
和
沙

　
　

特
選　
　

三
田
穂
乃
佳

　
　

奨
励
賞　

𠮷
田
絢
咲
、
竹
田
真
鈴
、

　
　
　
　
　
　

中
村
し
ず
く
、
小
原
結
菜
、

　
　
　
　
　
　

小
山
倫
佳
、
馬
場
悠
歌
、
吉
田
彩
乃

【
第
42
回
全
国
公
募
千
字
文
大
会
】

　

条
幅
・
漢
字
部
門

　
　

優
秀
賞　

小
林
優
香

　
　

秀
作
賞　

小
原
結
菜
、
馬
場
悠
歌

　
　

佳
作　
　

横
山
和
沙

　

条
幅
・
新
和
様
部
門

　
　

秀
作
賞　

中
村
し
ず
く
、
竹
田
真
鈴

　
　

佳
作　
　

三
田
穂
乃
佳

　

半
紙
・
漢
字
部
門

　
　

賞
候
補
特
選　

竹
田
真
鈴

　
　

特
選　
　

小
原
結
菜

　
　

優
秀
賞　

小
山
倫
佳

　
　

秀
作
賞　

吉
田
彩
乃

　

半
紙
・
新
和
様
部
門

　
　

賞
候
補
特
選　

小
林
優
香

　
　

特
選　
　

横
山
和
沙

　
　

優
秀
賞　

中
村
し
ず
く
、
三
田
穂
乃
佳
、　

　
　
　
　
　
　

小
山
倫
佳
、
馬
場
悠
歌

　
　

秀
作
賞　

吉
田
彩
乃

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
書
道

部
門
】

　

全
紙
の
部　

漢
字
・
仮
名
部
門

　
　

優
秀
賞　

中
村
し
ず
く

　
　
　
　
　
　

(
来
年
度
全
国
大
会
代
表
候
補
)

　
　
　
　
　
　

三
ヶ
森
風
花
、
三
田
穂
乃
佳

　
　

奨
励
賞　

𠮷
田
絢
咲
、
小
林
優
香
、
横
山
和
沙

　
　

入
選　
　

大
津
枝
里
子
、
永
井
瑚
夏
、

　
　
　
　
　
　

小
原
結
菜
、
竹
田
真
鈴
、
馬
場
悠
歌

◎
吹
奏
楽
部

【
第
59
回
岩
手
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
兼  

第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
吹

奏
楽
部
門
発
表
会
）】

　

盛
岡
一　

金
賞　

【
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
盛
岡
地
区
大
会
】

　

盛
岡
一

　
　

木
管
８
重
奏
「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」
よ
り　

　
　

金
賞
(
県
大
会
へ
推
薦
)

　
　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
５
重
奏
「
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
」

　
　

金
賞

　
　

金
管
８
重
奏　

歌
劇
「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」
よ
り

　
　

金
賞

◎
生
物
部

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会

及
び
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然

科
学
部
門
発
表
会
】

研
究
発
表
(
生
物
)

　

最
優
秀
賞

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
性
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　

優
秀
賞

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　

<
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
(
わ
か
や
ま
総
文
)
推
薦
>

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織
・ 

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　
　

「
岩
手
県
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
オ
オ
キ
ン

　
　

ケ
イ
ギ
ク
の
分
布
の
現
状
と
そ
の
課
題
」

　
　
　

高
橋
大
輝
・
三
浦
直
大
・
岩
山
義
直
・

　
　
　

松
尾
航
希

ポ
ス
タ
ー
(
パ
ネ
ル
)
発
表

　

最
優
秀
賞

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
性
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　

<
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
(
わ
か
や
ま
総
文
)
推
薦
>

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　

優
秀
賞

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織
・

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　
　

「
岩
手
県
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
オ
オ
キ
ン

　
　

ケ
イ
ギ
ク
の
分
布
の
現
状
と
そ
の
課
題
」

　
　
　

高
橋
大
輝
・
三
浦
直
大
・
岩
山
義
直
・

　
　
　

松
尾
航
希

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
】

研
究
発
表
(
生
物
)

　

奨
励
賞
(
４
〜
５
位
相
当/

参
加
44
校
)　

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織

ポ
ス
タ
ー
(
パ
ネ
ル
)
発
表

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
紗
綾
・
田
村
桃
子

【
い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
科
学
賞
】　

受
賞　

◎
天
文
部

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会

及
び
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然

科
学
部
門
発
表
会
】

　

研
究
発
表
(
地
学
)

　

優
秀
賞

　

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
盛
岡
市
の
光
害
調
査
」

　
　

藤
盛
裕
斗
・
姉
帯
慎
太
郎
・
石
田
壮
・

　
　

安
部
雅
希　

◎
美
術
部

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
和
歌
山

大
会
美
術
校
工
芸
部
門
】

　

鷲
見
達
也

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術

工
芸
展
】

　

絵
画
部
門　
　

　
　

特
賞　

鷲
見
達
也
、
高
澤
覚
良

　
　

入
選　

小
松
功
英
、
佐
々
木
彩
那
、

　
　
　
　
　

小
原
万
奈
、
中
村
琴

　

デ
ザ
イ
ン
部
門

　
　

入
選　

松
本
侑
也
、
田
頭
陽
向

　

立
体
部
門

　
　

特
賞　

野
崎
恵

　
　

入
選　

昆
野
真
唯

◎
物
理
部
（
無
線
班
）

【
第
63
回 A

L
L
 JA

 C
O
N
T
E
S
T
 

２
０
２
１
】

　

電
信
電
話
部
門 

マ
ル
チ
オ
ペ
ジ
ュ
ニ
ア
種
目

　

東
北
地
方 

第
１
位　

【S
upercom

puting C
ontest 

２
０
２
１
】

　

本
選

　
　

玉
田
歩
夢
・
古
瀨
琢
也
・
佐
々
木
大
輝

　
　

(
全
国
20
チ
ー
ム
中
13
位
)

【
第
19
回
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
２
１
】

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門　

予
選

　
　

古
瀨
琢
也
・
玉
田
歩
夢　

予
選
通
過

　
　

(
37
／
611 

チ
ー
ム
)

【
令
和
３
年
度
科
学
の
甲
子
園
岩
手
県
大
会
】

　

総
合
第
１
位
(
全
国
大
会
出
場
)

◎
文
学
研
究
部

【
第
35
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

文
芸
部
誌
部
門　
　

　
　

「
邂
逅
49
号
」
奨
励
賞

【
第
11
回
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
（
宮
崎
）】

　

全
国
大
会
出
場
(
紙
上
大
会
)

　
　

長
谷
川
千
成
・
柿
木
心
寧
・
大
崎
美
優

【
第
16
回
全
国
高
校
生
短
歌
大
会
（
短
歌
甲
子
園

２
０
２
１
）】

　

盛
岡
一
Ａ
チ
ー
ム　

大
崎
美
優
・
馬
場
悠
歌
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
木
心
寧　

ベ
ス
ト
８

　
　

(
全
国
大
会
出
場
・
５
年
ぶ
り
10
回
目
)

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
八
戸
(
青
森
)

　

個
人
戦　

大
崎
美
優　

出
場

【
第
44
回
岩
手
県
高
総
文
祭
文
芸
部
門
「
文
芸
祭
」】

　

詩
部
門　

　
　

入
選　

柿
木
心
寧
、
佐
々
木
麻
佑
子

　

短
歌
部
門

　
　

入
選　

伊
藤
蓮
人

　

俳
句
部
門

　
　

優
秀　

大
崎
美
優

　
　

(
北
海
道
・
東
北
大
会
俳
句
部
門
岩
手
県
代
表
)

　

部
誌
部
門

　
　

優
良
「
邂
逅
第
50
号
」

◎
放
送
委
員
会

【
第
68
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

入
選　

四
戸
理
稀

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

制
作
奨
励
『
紙
人
生
２
周
目
、ノ
ー
ト
に
な
る
』

　
　

監
督　

千
葉
南
美

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
部

門
大
会  

兼  

第
68
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
岩
手
県
大
会
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

四
戸
理
稀
(
全
国
大
会
出
場
)

　
　

入
選　
　
　

小
林
優
香

　

朗
読
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

千
葉
南
美
(
全
国
大
会
出
場
)

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『
紙
人
生
２
周
目
、ノ
ー
ト
に
な
る
』

　
　

監
督　

千
葉
南
美
(
全
国
大
会
出
場
)

　

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『
猛
者
』
監
督　

四
戸
理
稀　

　
　

(
全
国
大
会
出
場
)　

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送

部
門
大
会  

兼  

第
39
回
岩
手
県
高
等
学
校
放

送
新
人
大
会
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

優
秀
賞　

小
林
優
香

　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　
　

優
良
賞　

藤
岡
慧
成
(
東
北
大
会
出
場
)

　

朗
読
部
門

　
　

優
秀
賞　

千
葉
南
美

　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　
　

入
選　
　

臼
井
悠
人

　

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『Lef

t
y H

a
ndi

c
ap

』

　
　

監
督　

及
川
桜
(
全
国
大
会
出
場
)　

　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　

優
秀
賞
『
シ
ン
・
ナ
ン
ブ
テ
ツ
ビ
ン
』

　
　

監
督　

小
林
優
香

　

ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　
　

優
秀
賞
『Ju

s
t b

e
 fr

i
end

s

』

　
　

監
督　

千
葉
希
(
東
北
大
会
出
場
)　

　

テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『Inn

o
cen

c
e

』

　
　

監
督　

簗
場
和
葉
(
東
北
大
会
出
場
)　

上
位
４
位
以
上
の
選
手
が
東
北
新
人
大
会
に
進
出

【
第
29
回
東
北
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

400
ｍ
自
由
形　

第
23
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
18
位　

小
笠
原
助
維

　
　

100
ｍ
自
由
形　

第
22
位　

船
水
新
太

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
19
位　

小
笠
原
助
維

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
21
位　

船
水
新
太　

　

女
子

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
22
位　

金
野
恭
佳

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
22
位　

金
野
恭
佳

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
第
52
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会  

兼  

第
52
回
東
北
高
等
学
校
選
抜

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
】

　

男
子
個
人

　
　

板
井
一
希
、
滝
村
青
葉　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
個
人

　
　

板
井
莉
音
、
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

１
回
戦

【
第
31
回
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会  

兼  

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
２
０
２
１
予
選
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

阿
部
真
・
滝
村
青
葉　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
井
一
希
・
西
村
将
玄　
　
　
　

 

２
回
戦

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

阿
部
真　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
井
一
希　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

板
井
莉
音
・
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

板
井
莉
音　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
個
人

　
　

阿
部
真
、
滝
村
青
葉　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

山
本
一
仁
、
小
原
春
樹　
　
　
　

 

２
回
戦

　

男
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
３―

０
岩
泉

　
　

２
回
戦　
　
　

盛
岡
一
１―

２
宮
古

　

女
子
個
人

　
　

板
井
莉
音
、
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
０―

３
北
上
翔
南

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人

　
　

菅
野
成
世
、
稲
塚
康
太　
　
　
　

 

１
回
戦

　

男
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
個
人

　
　

吉
田
真
里
菜
、
菊
池
沙
耶　
　
　

 

２
回
戦

　
　

和
野
絢
、
畑
山
紗
璃　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
２―

１
岩
手
女
子

　
　

２
回
戦　
　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
三

◎
卓
球
部

【
東
北
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

女
子
学
校
対
抗 

　

予
選
Ｂ
リ
ー
グ　

盛
岡
一
１―

３
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
二

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
四　

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　

順
位
決
定
リ
ー
グ　

盛
岡
一
３―

２
福
岡

【
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
(
参
加
人
数
320
人
)

　
　

滝
沢
和
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
回
戦

　
　

横
田
竜
之
輔　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

　
　

松
谷
浩
希
、
上
山
和
真
、
千
葉
陽
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

中
村
幹
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
(
参
加
人
数
160
人
)

　
　

瀨
川
菜
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
１
位

　
　

(
全
国
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

阿
部
実
結　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

　
　

山
内
愛
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
澤
和
、
大
崎
美
優
、
外
舘
日
菜
子 

１
回
戦

【
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
】

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

瀨
川
菜
月
(
盛
岡
一
)
１―

３

　
　
　
　
　
　

上
田
美
羽
(
熊
本･

尚
絅
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗　

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
花
北
青
雲

　

女
子
学
校
対
抗　

ベ
ス
ト
16

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
４―

０
西
和
賀

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
一
関
二

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一(
板
澤
・
瀬
川
)
１―

３
宮
古

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一(
瀬
川
)
３―

０
岩
谷
堂

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一(
瀬
川
)
３―

０
花
北
青
雲

　
　

４
回
戦  

盛
岡
一(
瀬
川
)
０―

３
盛
岡
二

　
　

９
〜
16
位
順
位
決
定
戦　

９
位

　
　

(
計
３
試
合
全
勝
・
東
北
大
会
出
場
権
獲
得
)

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗　

　
　

ベ
ス
ト
８
(
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　

女
子
学
校
対
抗　

　
　

ベ
ス
ト
８
(
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　

女
子
個
人　

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

瀬
川
・
板
澤　

ベ
ス
ト
16

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

瀬
川　
　
　
　

３
位　

　
　
　

◎
テ
ニ
ス
部

【
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
大
会
】

　

18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

畑
中
優　
　
　

第
８
位

　

18
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

箱
石
琉
之
・
小
林
祐
輝　

ベ
ス
ト
８

　

18
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

橋
本
栞　
　
　

第
９
位

　
　

乗
上
敦
子　
　

第
７
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

18
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

山
口
・
橋
本　

ベ
ス
ト
８

　
　

乗
上
・
佐
藤　

ベ
ス
ト
８

【
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

３
位

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
工

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
２―

１
盛
岡
四

　
　

準
決
勝 　

 

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

　

男
子
個
人

　
　

ダ
ブ
ル
ス　

箱
石
・
小
林　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　

秋
村
怜
哉
・
梅
村
佳
明
、

　
　
　
　
　
　
　

智
田
康
介
・
田
村
春
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16  

　

女
子
団
体　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
白
百
合
学
園

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

２
盛
岡
四

　

女
子
個
人

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

山
口
舞　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

乗
上
・
佐
藤　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
・
橋
本　

準
優
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

【
岩
手
県
民
大
会
（
少
年
）】

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

畑
中
優　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

　
　

玉
田
歩
夢
、
澤
口
凛
人　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　

智
田
康
介　
　
　
　
　
　
　
　

第
10
位　

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

智
田
康
介
・
畑
中
優　
　
　
　

準
優
勝　

　
　

秋
村
怜
哉
・
梅
村
佳
明
、

　
　

澤
口
凛
人
・
玉
田
歩
夢　
　
　

第
３
位　

　

  

下
村
陽
己
・
田
村
春
樹　
　
　

ベ
ス
ト
８

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

橋
本
栞　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
位

　
　

及
川
恵
歩　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

【
２
０
２
１
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
東
北
予
選
】

　

乗
上
敦
子　

予
選
通
過　

本
戦
１
回
戦
出
場

　

橋
本
栞　
　

予
選
通
過
な
ら
ず

【
第
53
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会
】

　

男
子
団
体　
　
　

準
優
勝
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
４―

１
花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
３―

１
盛
岡
四

　
　

決
勝　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
岩
手

　

男
子
個
人

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

田
村
春
樹　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

智
田
康
介
、
畑
中
優
、

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
晃
太
朗　

ベ
ス
ト
16

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

畑
中
・
玉
田
、
智
田
・
田
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
村
・
梅
村　

ベ
ス
ト
８

　

女
子
団
体　

準
優
勝
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
三

　
　

決
勝　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
四　

　

女
子
個
人　

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

橋
本
栞　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
葉
乃　
　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　
　
　
　
　

及
川
恵
歩　
　

ベ
ス
ト
16

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

橋
本
・
及
川　

ベ
ス
ト
４

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
・
尾
藤　

ベ
ス
ト
８

【
第
42
回
東
北
選
抜
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

４
山
形
南　

(
山
形
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

１
Ｒ　
　

盛
岡
一
３―

２
弘
前
中
央
(
青
森
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

２
Ｒ　
　

盛
岡
一
０―

３
仙
台
育
英
(
宮
城
)

　

女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―

２
会
津　
　

(
福
島
)

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

５
寒
河
江　

(
山
形
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

１
Ｒ　
　

盛
岡
一
４―

１
秋
田　
　

(
秋
田
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

２
Ｒ　
　

盛
岡
一
１―

３
聖
霊
短
大
付
(
秋
田
)

◎
登
山
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
競
技
】

　

男
子　

第
２
位　

97
・
８　

　
　

長
谷
川
滉
・
金
濱
玄
・
安
達
凪
・
白
倉
歳
也

　
　

(
東
北
大
会
出
場
権
獲
得
大
会
は
中
止
)

　

女
子　

第
１
位　

99
・
３

　
　

佐
藤
里
咲
・
浪
岡
愛
乃
・
若
林
佳
乃
子
・

　
　

吉
田
穂
香
(
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
)

【
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
第
９
回
リ
ー
ド
ユ
ー
ス

日
本
選
手
権
南
砺
大
会
】

　

ユ
ー
ス
Ａ　

大
湯
凜　

31
位

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

登
山
大
会  

兼  

第
65
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

（
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）】

　

女
子　

第
３
位
(
銅
メ
ダ
ル
)
得
点
99
・
４

　
　
　
　
　

佐
藤
里
咲
・
浪
岡
愛
乃
・

　
　
　
　
　

若
林
佳
乃
子
・
吉
田
穂
香

【
第
57
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
登
山
大
会
】

　

男
子　

学
校
対
抗
の
部　

第
１
位　

98
・
１

　
　
　
　
　

服
部
亮
輔
・
白
倉
歳
也
・

　
　
　
　
　

三
上
湧
心
・
大
柏
一
明

　

女
子　

学
校
対
抗
の
部　

第
１
位　

97
・
７

　
　
　
　
　

永
沼
美
翔
・
多
田
春
菜
・

　
　
　
　
　

山
本
光
・
佐
藤
千
歳

　
　
　
　

チ
ー
ム
対
抗
の
部　

第
１
位　

97
・
７

　
　
　
　
　

吉
田
穂
香
・
菊
地
真
琴
・

　
　
　
　
　

茅
平
夏
奈
・
須
藤
は
る
美 

【
第
11
回
岩
手
県
高
校
生
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

兼  

第
12
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

選
手
権
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

女
子
リ
ー
ド　

　
　

第
２
位 

大
湯
凜
(
第
12
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

第
５
位 

吉
田
穂
香　

第
６
位 

永
沼
美
翔
、

　
　

第
７
位 

菊
地
真
琴　

第
８
位 

須
藤
は
る
美

　
　

第
９
位 

茅
平
夏
奈　

第
10
位 

多
田
春
菜

　
　

第
11
位 

山
本
光　
　

第
12
位 

佐
藤
千
歳

　

男
子
リ
ー
ド

　
　

第
13
位 

白
倉
歳
也　

第
16
位　

服
部
亮
輔

◎
軟
式
野
球
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】 

　

ベ
ス
ト
４

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―

１
一
関
一

　
　
　
　
　
　

(
延
長
11
回
)

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

８
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

【
第
66
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
岩
手
大
会
】     

　

ベ
ス
ト
４

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
11―

２
一
関
一

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

７
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

【
第
60
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】
第
２
位

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
16―

３
黒
沢
尻
工

　
　
　
　
　
　

(
５
回
コ
ー
ル
ド
)

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
６―

４
盛
岡
商

　
　

決
勝　
　

盛
岡
一
２―

４
専
大
北
上　

【
第
33
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
】

　

(
31
年
ぶ
り
２
度
目
の
出
場
)

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

９
泉
(
宮
城
県
代
表
)

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
107 ― 

74
水
沢
工

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
53 ― 

87
盛
岡
南

　

女
子

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
44 ― 

98
一
関
修
紅

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
87 ― 

55
宮
古
商
工

　
　

４
回
戦　

盛
岡
一
63 ― 

70
一
関
修
紅

　

女
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
79 ― 

57
専
大
北
上

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
91 ― 

41
一
戸

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
51 ― 

85
福
岡

【
第
42
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
】　

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
63 ― 

83
専
大
北
上

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
57 ― 

90
高
田

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
第
21
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
０―

３
前
沢

　
　

敗
者
戦　
　

盛
岡
一
１―

３
水
沢

　

女
子
学
校
対
抗　

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

２
花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
２―

３
前
沢

　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

０
専
大
北
上

【
第
49
回
全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

東
北
地
区
予
選
会
】

　

女
子
学
校
対
抗

　
　

１
回
戦  

　

盛
岡
一
３―

２
磐
城
(
福
島
)

　
　

２
回
戦  

　

盛
岡
一
０―

３
山
形
城
北
(
山
形
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

１
水
沢
一

　
　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
北

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
水
沢　

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
久
慈
東

　
　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
三

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

１
一
関
二

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
２―

３
前
沢　

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

小
嶋
・
中
村　

１
回
戦
１―

２
前
沢

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

菅
原
・
佐
々
木 

１
回
戦 

２―

０
宮
古
水
産

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

石
畠
・
髙
橋　

２
回
戦 

２―

１
西
和
賀

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

上
平
・
長
山　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

２―

１
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

決　

勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

第
２
位
(
東
北
大
会
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
)

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

高
橋
諒　
　
　

１
回
戦 

２―

１
千
厩

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

小
嶋
拓
満　
　

２
回
戦 

１―

２
前
沢

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

髙
橋
朱
里　
　

１
回
戦 

２―

０
千
厩

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

上
平
佳
步　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

長
山
紗
千　
　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

１
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢　

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

【
第
66
回
岩
手
県
種
目
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

高
橋
・
佐
々
木 

２
回
戦 

０―

２
水
沢
一

　
　

古
山
・
奥　
　

２
回
戦 

０―

２
水
沢
農

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

菅
原
・
細
越　

１
回
戦 

０―

２
北
上
翔
南

　
　

髙
橋
・
佐
々
木 

２
回
戦 

２―

０
一
関
一

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
前
沢　

　
　

上
平
・
長
山　

２
回
戦 

２―

０
盛
岡
四

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
水
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

０
飯
豊
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

佐
々
木
裕　
　

１
回
戦 

０―

２
黒
沢
尻
北

　
　

高
橋
諒　
　
　

２
回
戦 

１―

２
一
関
一

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

菅
原
由
唯　
　

１
回
戦 

２―

０
釜
石
商
工

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

髙
橋
朱
里　
　

１
回
戦 

２―

０
西
和
賀

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
東
朋
中

　
　

長
山
紗
千　
　

２
回
戦 

２―

０
久
慈

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
久
慈
東

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

０
厨
川
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

【
令
和
３
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
岩
手
県
代
表
選
考
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

高
橋
・
佐
々
木 

１
回
戦 

２―

１
水
沢
中

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

細
越
・
田
口　

１
回
戦 

２―

０
一
関
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
一
関
二

　
　

髙
橋
・
菅
原　

２
回
戦 

２―

１
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

１
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

１
盛
岡
四

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

長
山
・
佐
々
木 

準
々
決
勝 

２―

０
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

１―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

高
橋
諒　
　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

古
山
由
登　
　

２
回
戦 

０―

２
千
厩
中

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

髙
橋
朱
里　
　

２
回
戦 

０―

２
一
関
二

　
　

佐
々
木
碧
唯　

１
回
戦 

２―

０
一
関
修
紅

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

長
山
紗
千　
　

準
々
決
勝 

２―

０
東
朋
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

決　

勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
位

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

高
松
宮
記
念
杯　

第
72
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　

女
子
個
人
対
抗
ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

上
平
佳
歩
・
長
山
紗
千 

０―

２

　
　
　
　
　
　

桝
木
・
須
崎
(
作
新
学
院
)

【
第
61
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
】

　

男
子
団
体
２
回
戦　

盛
岡
一
２―

３
釜
石
商
工

　

女
子
団
体
２
回
戦　

盛
岡
一
３―

０
大
東

　
　
　
　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
３―

１
水
沢

　
　
　
　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

１
千
厩

　
　
　
　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
前
沢

　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

２
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

高
橋
諒
・
佐
々
木
裕 

１
回
戦 

２―

０
久
慈
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

髙
橋
朱
里
・
菅
原
由
唯

　
　
　
　
　

１
回
戦 

２―

０
宮
古
水
産

　
　
　
　
　

２
回
戦 

１―

２
花
北
青
雲

　
　

長
山
紗
千
・
佐
々
木
碧
唯

　
　
　
　
　

２
回
戦 

２―

０
北
上
翔
南

　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
盛
岡
誠
桜

　
　
　
　
　

準
決
勝 

１―

２
前
沢

　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　

第
３
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

高
橋
諒　
　

２
回
戦 

２―

０
千
厩

　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
前
沢

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

髙
橋
朱
里　

１
回
戦 

２―

０
種
市

　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

菅
原
由
唯　

２
回
戦 

１―

２
一
関
二

　
　

長
山
紗
千　

２
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
久
慈

　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
前
沢

　
　
　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
紫
波
総
合

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
花
巻
南

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
水
沢
一

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
伊
保
内

　
　
　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
盛
岡
誠
桜

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
久
慈
東

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
一
関
二

【
第
74
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
水
沢

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

【
第
44
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会
岩
手
県
予
選
会
】
第
４
位

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
28 ― 

18
盛
岡
商

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
29 ― 

25
盛
岡
中
央

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
25 ― 

32
花
巻
北

　

優
秀
選
手
賞　
　

岸
陽
平

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】　

　

第
３
位

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
57 ― 

18
一
関
工

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
38 ― 

27
盛
岡
商

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
24 ― 

29
不
来
方

　

大
会
優
秀
選
手　

山
田
泰
世

【
第
14
回
岩
手
県
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
秋
季

大
会
】
第
３
位

　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
28 ― 

26
盛
岡
四

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
22 ― 

23
花
巻
北

第
３
シ
ー
ド
決
定
戦　

盛
岡
一
32 ― 

26
盛
岡
南

【
第
65
回
岩
手
県
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
新
人

大
会
】
第
３
位

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
50 ― 

20
水
沢

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
34 ― 

24
盛
岡
中
央

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
28 ― 

30
花
巻
北

　

第
３
シ
ー
ド
決
定
戦

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
33 ― 

29
盛
岡
南　

　

優
秀
選
手　

吉
田
泰
河　

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

【
７
人
制
大
会
内
陸
北
地
区
予
選
】

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
19 ― 

17
岩
手

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
21 ― 

33
盛
岡
南

　
　

３
位
戦　
　
　

盛
岡
一
14 ― 

24
不
来
方

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】　

　

ベ
ス
ト
８

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
５ ― 

24　

盛
岡
南

【
第
101
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
岩
手
県
大
会
】
ベ
ス
ト
８

　
　

１
次
予
選　
　

盛
岡
一
８ ― 

５
盛
岡
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　

(
盛
岡
三
・
盛
岡
北
)

　
　

準
々
決
勝　
　

盛
岡
一
５ ― 

119
盛
岡
工

【
第
54
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
ベ
ス
ト
４

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
13 ― 

７
不
来
方

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
０ ― 

86
黒
沢
尻
北

　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
０ ― 

50
盛
岡
工

◎
陸
上
競
技
部

【
岩
手
県
春
季
陸
上
競
技
大
会
】

　

高
校
男
子

　
　

砲
丸
投　
　

第
５
位　

村
守
壮
太

　

高
校
女
子

　
　

400
ｍ　
　
　

第
５
位　

大
津
枝
里
子

　
　

４×

400　
mR　

第
５
位　

大
津
枝
里
子
・

　
　
　

吉
田
ひ
な
た
・
高
橋
結
季
・
住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
３
位　

多
田
愛
佳

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子

　
　

5000
ｍ　
　
　

第
13
位　

髙
橋
真
人　

　
　

110　
mH　
　
　

第
７
位　

村
田
瑛
人

　
　

砲
丸
投(

６
・
000
㎏)

第
５
位　

村
守
壮
太

　
　

砲
丸
投(

５
・
000
㎏)

第
１
位　

村
守
壮
太



■
運
動
部

◎
弓
道
部

【
第
73
回
盛
岡
市
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
】

　

高
校
男
子
の
部

　

団
体　

盛
岡
一
男
子
Ｂ
(
齋
藤
玲
利
・
小
成
貴
紀
・

　
　
　
　

清
水
誉
大
)
18
射
11
中　

第
３
位

　

個
人　

藤
本
智
也　

６
射
５
中　

第
１
位

【
第
73
回
岩
手
県
高
総
体
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８
(
岡
澤
希
琉
・
齋
藤
玲
利
・

　
　

小
成
貴
紀
・
立
花
涼
和
・
藤
本
智
也
)　
　

【
第
40
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
団
体
(
齋
藤
玲
利
・
長
岡
勇
之
介
・

　
　
　
　
　
　

山
本
龍
之
介
)
36
射
15
中　
　

　

女
子
団
体
(
佐
々
木
杏
・
阿
部
な
な
み
・

　
　
　
　
　
　

舩
木
陽
帆
)　

36
射
11
中　

◎
剣
道
部

【
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一(
不
戦
勝
)
江
南
義
塾

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
４―

０
宮
古

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

【
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
優
勝
大
会
岩
手
県
予
選
】

　

先
鋒
の
部　

優
勝　

村
上
述

【
第
33
回
東
北
高
等
学
校
剣
道
選
抜
優
勝
大
会
】

　

男
子
団
体　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
仙
台
育
英
学
園

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

４
秋
田

【
第
73
回
盛
岡
市
民
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
江
南
義
塾

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
４―

０
盛
岡
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
南

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

第
３
位
(
東
北
高
等
学
校
剣
道
選
手

　

権
大
会
出
場
権
獲
得
・
大
会
は
中
止
)

　
　

予
選
リ
ー
グ 

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
市
立

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

０
盛
岡
南

　
　

決
勝
リ
ー
グ 

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

４
福
岡

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
南

　

女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

予
選
リ
ー
グ 

盛
岡
一
４―

０
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
５―

０
久
慈
東

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
白
百
合
学
園

【
第
64
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
４―

０
一
関
高
専

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
２―

３
盛
岡
南

　

女
子
団
体　

準
優
勝

　

(
東
北
高
校
選
抜
剣
道
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

１
宮
古

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

０
花
巻
南

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
３―

０
花
巻
北

　
　

決
勝　
　
　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
白
百
合
学
園

◎
硬
式
野
球
部

【
第
68
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
岩
手
県
大
会

盛
岡
地
区
予
選
】

　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
９―

２
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　

(
６
回
コ
ー
ル
ド
)

　

代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

４
盛
岡
三

　
　
　
　
　
　
　

(
９
回
サ
ヨ
ナ
ラ
)

　

敗
者
復
活
代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
０―

６
盛
岡
市
立

　

敗
者
復
活
代
表
決
定
戦　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
農

【
第
103
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
岩
手
大
会
】

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
釜
石

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
９―

１
洋
野
紫
波
連
合

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
６―

５
久
慈

　
　
　
　
　
　

(
延
長
11
回
サ
ヨ
ナ
ラ
)

　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
６―

13
一
関
学
院

　
　
　
　
　
　

(
８
回
コ
ー
ル
ド
)

　

(
２
年
連
続
９
大
会
ぶ
り
ベ
ス
ト
８
)

【
第
74
回
秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球
岩
手
県
大
会

盛
岡
地
区
予
選
】

　

１
回
戦　
　
　
　
　

盛
岡
一
２―

３
盛
岡
誠
桜

　

敗
者
復
活
１
回
戦　

盛
岡
一
１―

４
盛
岡
商

◎
サ
ッ
カ
ー
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

０
釜
石
(
Ｐ
Ｋ
４―

２
)

　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

８
盛
岡
中
央

【
第
100
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
岩
手
県
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

０
盛
岡
三(

Ｐ
Ｋ
６―

５)

　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
市
立

【
第
56
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
】

　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

０
水
沢
工

　

３
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
商

◎
柔
道
部

【
第
43
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
団
体
(
阿
部
・
草
木
・
千
葉
・
三
浦
・
佐
藤
)

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
○
一
人
残　

一
関
工

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一　

三
人
残
〇
盛
岡
南　

　

女
子
団
体
(
菅
野
・
遠
藤
・
小
松
・
廣
田
・
小
沼
)

　

第
３
位

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
○
３―

０　

宮
古
商
工

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
○
２―

１　

花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一　

０―

２
○
不
来
方

　
　

大
会
優
秀
選
手　

菅
野
蓮
未

　

男
子
個
人

　
　

60
㎏
級　

阿
部
喜
斗　

第
３
位

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
２
位

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

第
１
位

【
第
43
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
東
北
地
区
大
会
】

　

女
子
団
体
(
廣
田
諒
子
・
菅
野
蓮
未
・
小
松
春
賀
)

　
　

第
５
位

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
相
馬
東
(
福
島
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
２―

０
金
足
農
(
秋
田
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

１
古
川
工
(
宮
城
)

　

男
子
個
人

　
　

60
㎏
級　

阿
部
喜
斗　

１
回
戦
敗
退

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

２
回
戦
敗
退

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

２
回
戦
敗
退

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体 

(
阿
部
喜
斗
・
三
浦
大
也
・
草
木
直
太
朗
・

　
　
　
　
　

 
 

松
本
虎
太
朗
・
柿
木
結
和
)

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
１―

３
専
大
北
上

　

女
子
団
体 

(
菅
野
蓮
未
・
菅
野
琴
未
・
内
舘
凜
)

　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
１―

０
福
岡

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
久
慈
東

　

男
子
個
人

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
２
位　

　

女
子
個
人　

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
３
位　

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未　

第
１
位　

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技
大
会

(

イ
ン
タ
ー
ハ
イ) 　

第
70
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
大
会
】

　

女
子
個
人

　
　

63
㎏
級　

菅
野
蓮
未×

(

合
わ
せ
技)

〇
吉
田

　
　
　
　
　
　

(
滋
賀
・
比
叡
山)

１
回
戦

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会
】

　

男
子
団
体
(
佐
藤
快
・
三
浦
大
也
・
千
葉
聡
太
・

　
　
　
　
　
　

柿
木
結
和
・
松
本
虎
太
朗
)

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―

２
花
巻
北

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

４
盛
岡
中
央　

　

女
子
団
体
(
菅
野
琴
未
・
佐
藤
心
菜
・
廣
田
諒
子
・

　
　
　
　
　
　

鎌
田
舞
花
・
小
川
結
来
)
第
３
位　

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
福
岡

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
宮
古

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一(
内
容
負
け
)
１―

１
〇
不
来
方

　

男
子
個
人

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

ベ
ス
ト
８　

 

　

女
子
個
人
試
合

　
　

48
㎏
級　

佐
藤
心
菜　

ベ
ス
ト
８

　
　

52
㎏
級　

廣
田
諒
子　

第
３
位　

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
２
位

【
第
44
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
個
人　

　
　

81
㎏
級　

三
浦
大
也　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

女
子
個
人　

　
　

52
㎏
級　

廣
田
諒
子　

第
３
位

　
　

57
㎏
級　

菅
野
琴
未　

第
３
位

　

男
子
団
体
(
千
葉
・
佐
藤
・
松
本
・
柿
木
・
三
浦
)

　
　

盛
岡
一　

一
人
残
し
〇
専
北　

２
回
戦
敗
退

　

女
子
団
体
(
佐
藤
・
廣
田
・
菅
野
・
小
川
・
小
松
)

　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

盛
岡
一
２―

０
久
慈

　
　

盛
岡
一
２―

１
花
巻
東

　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
南　

◎
水
泳
部

【
第
76
回
国
民
体
育
大
会
岩
手
県
代
表
選
手
選
考
会

兼  

令
和
３
年
度
岩
手
県
選
手
権
】

男
子
1500
ｍ
自
由
形　

第
３
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
６
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
５
位　

菊
池
達
稀

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ 

 

第
４
位　

菊
池
達
稀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
８
位　

小
笠
原
助
維

　
　

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
８
位　

川
崎
凜

　
　

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐
)

女
子
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
６
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
千
葉
彩
美
香
・
鈴
木
亜
優
・

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
伊
藤
心
春
)

　
　

400
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
７
位

　
　
　
　
　
　
　
　

(
吉
田
彩
乃
・
伊
藤
心
春
・

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
彩
美
香
・
鈴
木
亜
優
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

男
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

菊
池
達
稀

　
　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

小
笠
原
助
維

　
　

400
ｍ
自
由
形
(
タ
イ
ム
決
勝
)

　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

1500
ｍ
自
由
形
(
タ
イ
ム
決
勝
)

　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
５
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

200
ｍ
自
由
形　

第
７
位　

船
水
新
太

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
８
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
６
位　

菊
池
達
稀

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

船
水
新
太
・
菊
池
純
晟
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
小
山
田
理
人

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
６
位　

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐

　
　

４×

200
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
千
羽
弥
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
船
水
新
太

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
５
位　

金
野
恭
佳

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
８
位　

伊
藤
心
春

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
６
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
７
位　

千
葉
彩
美
香

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
７
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

第
７
位　

伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
５
位　

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
タ
イ
ム
決
勝
)
第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

【
第
76
回
東
北
水
泳
大
会
】

男
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
21
位　

菊
池
達
稀

　
　
　
　
　
　
　
　

第
34
位　

小
笠
原
助
維

　
　

400
ｍ
自
由
形　

第
37
位　

菊
池
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　

第
42
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

1500
ｍ
自
由
形　

第
24
位　

菊
池
翔
太

　
　

200
ｍ
自
由
形　

第
37
位　

船
水
新
太

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
24
位　

菊
池
純
晟

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
37
位　

菊
池
達
稀

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
34
位

　
　
　
　
　
　
　
　

船
水
新
太
・
菊
池
純
晟
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
小
山
田
理
人

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
38
位

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
純
晟
・
菊
池
達
稀
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
菊
池
光
祐

　
　

４×

200
ｍ
リ
レ
ー　

第
36
位

　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
千
羽
弥
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
翔
太
・
船
水
新
太

　

(
リ
レ
ー
競
技
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　

た
め
実
施
せ
ず
、
県
大
会
８
位
以
上
の
チ
ー
ム
で
県

　

大
会
の
記
録
に
よ
り
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
。
)

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
40
位　

金
野
恭
佳

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
43
位　

伊
藤
心
春

　
　

200
ｍ
背
泳
ぎ　

第
42
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
41
位　

千
葉
彩
美
香

　
　

100
ｍ
背
泳
ぎ　

第
44
位　

吉
田
彩
乃

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
35
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー
(
エ
ン
ト
リ
ー
証
明
)
第
41
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
エ
ン
ト
リ
ー
証
明
)
第
42
位

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
彩
乃
・
金
野
恭
佳
・

　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
美
香
・
伊
藤
心
春

【
第
59
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会
】

男
子
400
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

河
田
千
羽
弥

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
２
位　

小
笠
原
助
維

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

船
水
新
太

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
１
位　

小
笠
原
助
維

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
４
位　

船
水
新
太

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

４×

100
ｍ
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
理
人
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

和
地
優
吾
・
船
水
新
太

　
　

４×

100
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー　

第
５
位

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
黎
・
小
笠
原
助
維
・

　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
理
人
・
船
水
新
太

女
子
200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
４
位　

金
野
恭
佳

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　

女
子

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部　

第
６
位

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
11
位　

高
橋
結
季

　
　

3000
ｍ　
　
　

第
20
位　

高
橋
結
季

　
　
　
　
　
　
　

第
24
位　

鷲
津
永
子

　
　
　
　
　
　
　

第
29
位　

畑
結
菜

　
　

2000 

mSC　
　
　

第
２
位　

(
大
会
新
記
録
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
村
維

　
　

４×

100 

mR　

第
８
位　

久
保
田
美
咲
・

　
　
　

吉
田
ひ
な
た
・
大
津
枝
里
子
・
住
吉
彩
季

　
　

走
幅
跳　
　

第
５
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
７
位　

住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　

砲
丸
投　
　

第
５
位　

久
保
田
美
咲

　
　

七
種
競
技　

第
６
位　

佐
藤
瑚
々
花

【
第
76
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
兼
秩
父

宮
賜
杯　

第
74
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会
東
北
地
区
予
選
会
】

　

男
子

　
　

砲
丸
投(

６
・
000
㎏)

第
19
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

2000 

mSC　
　
　

第
16
位　

樫
村　

維

　
　

走
幅
跳　
　

第
33
位　

多
田
愛
佳

　
　

三
段
跳　
　

第
10
位　

多
田
愛
佳

　
　

砲
丸
投　
　

第
12
位　

久
保
田
美
咲

【
第
73
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

兼  

第
76
回
国
民
体
育
大
会
選
手
選
考
競
技
会
】

　

男
子

　
　

２
部
800
ｍ　
　
　

第
４
位　

錦
戸
昴
雅

　
　

２
部
４×

400 

mR　

第
５
位　

邉
見
柚
喜
・

　
　
　

錦
戸
昴
雅
・
鳥
居
琢
磨
・
平
子
新

　
　

３
部
砲
丸
投　
　

第
２
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

２
部
100 

mYH　
　
　

第
５
位　

佐
藤
瑚
々
花

　
　

２
部
４×

400 

mR　

第
６
位　

佐
藤
唯
・

　
　
　

住
吉
彩
季
・
高
橋
結
季
・
佐
藤
瑚
々
花

　
　

２
部
三
段
跳　
　

第
３
位　

多
田
愛
佳

　
　

３
部
100 

mYH　
　
　

第
２
位　

住
吉
彩
季

【
第
39
回
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
競
技
記
録
会
花
巻
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
６
位　

錦
戸
昴
雅

【
第
72
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
４
位　

錦
戸
昴
雅

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
13
位　

錦
戸
昴
雅　

　
　

5000
ｍ　
　
　

第
11
位　

髙
橋
真
人　

　
　

110 

mH　
　
　

第
６
位　

濱
田
義
仁

　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

邉
見
柚
喜

　
　

砲
丸
投　
　

第
４
位　

村
守
壮
太

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　

女
子　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部　

第
５
位

　
　

800
ｍ　
　
　

第
８
位　

高
橋
結
季

　
　

1500
ｍ　
　
　

第
13
位　

高
橋
結
季

　
　

100 

mH 
 　

　

第
５
位　

住
吉
彩
季

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

400 

mH　
　
　

第
８
位　

佐
藤　

唯

　
　

走
幅
跳　
　

第
６
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
８
位　

住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

七
種
競
技　

第
７
位　

佐
藤
瑚
々
花

【
第
72
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
岩
手
県

予
選
会　

第
33
回
全
国
高
等
学
校
女
子
駅
伝
競
走

大
会
岩
手
県
予
選
会  

兼  

第
38
回
岩
手
県
高
等

学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
】

　

男
子　

第
９
位

　
　

髙
橋
真
人
・
鳥
居
琢
磨
・
錦
戸
昴
雅
・

　
　

前
原
知
志
・
正
木
快
歩
・
古
水
健
一
郎
・

　
　

菅
原
徹
平

　

女
子　

第
７
位

　
　

高
橋
結
季
・
梅
澤
萌
・
佐
藤
唯
・

　
　

佐
藤
瑚
々
花
・
畑
結
菜

【
２
０
２
１
岩
手
県
秋
季
陸
上
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

800
ｍ　
　
　

第
７
位　

錦
戸
昴
雅

　
　

110 

mH　
　
　

第
８
位　

邉
見
柚
喜

　
　

４×

400 

mR　

第
８
位　

平
子
新
・
錦
戸
昴
雅
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居
琢
磨
・
邉
見
柚
喜

　
　
　

砲
丸
投　

第
２
位　

村
守
壮
太

　
　
　

円
盤
投　

第
４
位　

村
守
壮
太

　

女
子

　
　

100 

mH　
　
　

第
５
位　

住
吉
彩
季

　
　

400 

mH　
　
　

第
７
位　

佐
藤
唯

　
　

走
幅
跳　
　

第
７
位　

多
田
愛
佳

　
　

三
段
跳　
　

第
１
位　

多
田
愛
佳

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

住
吉
彩
季

　
　

砲
丸
投　
　

第
２
位　

久
保
田
美
咲

■
文
化
部

◎
囲
碁
将
棋
部

【
第
21
回
東
北
地
区
高
等
学
校
将
棋
新
人
大
会
】

　

山
内
愛
子　

第
４
位
(
３
勝
１
敗
)

　

及
川
瑞
希　

第
５
位
(
２
勝
２
敗
)

【
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
将
棋
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　

Ａ
級　

古
瀨
琢
也　

ベ
ス
ト
８
(
５
位
相
当
)

　
　
　
　

吉
田
栄
樹　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　

山
﨑
裕
哉　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　

蔵
本
脩　
　

ベ
ス
ト
８

　

Ｂ
級　

田
中
太
郎　

５
勝　
　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　

中
川
晶
太　

４
勝
１
敗　
　
　

 

８
位

　

男
子
団
体
戦

　
　

Ａ
級　

盛
岡
一
Ａ
１
(
蔵
本
・
古
瀨
・
吉
田
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
位

　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ａ
２
(
山
﨑
・
千
葉
・
川
向
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

６
位

　
　

Ｂ
級　

盛
岡
一
Ｂ
２
(
小
松
・
田
中
・
竹
澤
)

　
　
　
　
　

４
勝　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ｂ
１
(
坂
本
・
内
田
・
中
川
)

　
　
　
　
　

３
勝
１
敗　
　
　
　
　
　
　

 

４
位

　

女
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　

及
川
瑞
希　

５
勝
１
敗　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

山
内
愛
子　

５
勝
１
敗　
　

 

２
位

　
　

Ｂ
級　

細
越
瀬
奈　

４
勝　
　
　
　

 

１
位

　
　
　
　
　

小
川
結
楽　

３
勝
１
敗　
　

 

４
位

　

女
子
団
体
戦

　
　

盛
岡
第
一
(
小
川
・
山
内
・
細
越
)　

１
位

　
　

(
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

【
第
45
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁
選
手

権
岩
手
県
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　
　

畠
山
空　
　

３
勝
１
敗 

第
２
位

　
　

(
全
国
選
手
権
大
会
、
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

　
　
　
　
　
　

佐
藤
志
斗　

２
勝
２
敗 

第
３
位

　
　
　
　
　
　

(
全
国
高
総
文
祭
出
場
)

　
　

Ｂ
級　
　

藤
森
久
遠　

４
勝
０
敗 

第
１
位

　
　
　
　
　
　

田
中
太
郎　

３
勝
１
敗 

第
２
位

　
　
　
　
　
　

竹
澤
哲　
　

３
勝
１
敗

　
　
　
　
　
　

山
﨑
裕
哉　

２
勝
２
敗

　
　
　
　
　
　

古
瀨
琢
也　

２
勝
２
敗

　
　

Ｃ
級　
　

内
田
浩
太
郎　

２
勝
２
敗

　
　

Ｅ
１
級　

廣
嶼
文
琳　
　

２
勝
２
敗

　

男
子
団
体
戦

　
　

Ａ
級　
　

盛
岡
一
Ａ
１

　
　
　
　
　
　

(
畠
山
・
佐
藤
・
山
﨑
)
第
１
位

　
　
　
　
　
　

(
全
国
選
手
権
大
会
出
場
)

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
Ａ
２

　
　
　
　
　
　

(
田
中
・
藤
森
・
竹
澤
)
第
２
位

　
　

Ｂ
１
級　

盛
岡
一
Ｂ

　
　
　
　
　
　

(
古
瀨
・
内
田
・
及
川
)
第
２
位

　

女
子
個
人
戦　

及
川
瑞
希　

２
勝
２
敗

【
紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
２
０
２
１
囲
碁
部
門
】

　

男
子
団
体
戦 

　
　

岩
手
県
(
主
将
:
畠
山
空
、
副
将
:
佐
藤
志
斗
)

　
　

１
勝
５
敗　

42
位
／
44
チ
ー
ム

　
　

×

兵
庫
、×

富
山
、×

山
梨
、×

宮
城
、

　
　

〇
愛
媛
、×

福
島

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門

第
57
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
】

　

女
子
団
体

　

(
小
川
結
楽
・
山
内
愛
子
・
細
越
瀬
奈
)

　
　

予
選
リ
ー
グ
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

４
回
戦
)
３
勝
１
敗　

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

第
５
位
入
賞

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
尚
絅
(
熊
本
)　

　

女
子
個
人
戦　

及
川
瑞
希

　
　

予
選
リ
ー
グ
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

４
回
戦
)
３
勝
１
敗

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

ベ
ス
ト
16

　
　

１
回
戦　

及
川
○―

×

近
藤
(
米
子
松
蔭
、鳥
取
)

　
　

２
回
戦　

及
川×

―

○
藤
原
(
西
宮
、兵
庫
)

【
第
45
回
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

大
会
全
国
大
会
】

　

男
子
団
体
戦

　
　

１
次
リ
ー
グ
Ｄ
組　

盛
岡
一(
主
将
:
畠
山
空
、 

　
　

副
将
:
佐
藤
志
斗
、 

三
将
:
山
﨑
裕
哉
)

　
　

１
勝
２
敗
で
１
次
リ
ー
グ
敗
退

　

男
子
個
人
戦

　
　

１
次
リ
ー
グ
Ｂ
組　

畠
山
空

　
　

１
勝
２
敗
で
１
次
リ
ー
グ
敗
退

【
第
40
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級　

第
３
位　

川
向
一
輝

　
　
　
　
　

第
４
位　

蔵
本
脩

　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８　

古
瀨
琢
也
、
千
葉
紘
也

　
　
　
　
　

１
回
戦　

田
中
太
郎

　
　

Ｂ
級　

第
２
位　

西
舘
碧
埼

　
　
　
　
　

第
５
位　

内
田
浩
太
郎

　
　
　
　
　

第
10
位　

佐
藤
志
斗

　
　
　
　
　

第
28
位　

畠
山
空

　
　
　
　
　

第
29
位　

藤
森
久
遠

　

女
子
個
人
戦

　
　
　
　
　

第
１
位　

及
川
瑞
希

　
　
　
　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　

団
体
戦

　
　

Ａ
級　

第
２
位　

古
瀨
・
千
葉
・
蔵
本

　
　

Ｂ
級　

第
１
位　

及
川
・
川
向
・
田
中

　
　
　
　
　

第
８
位　

内
田
・
佐
藤

　
　
　
　
　

第
12
位　

藤
森
・
畠
山

【
第
30
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
囲
碁
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人
戦

　
　

Ａ
級
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

準
優
勝　

佐
藤
志
斗

　
　
　

第
３
位　

畠
山
空

　
　
　

第
４
位　

田
中
太
郎

　
　

Ｂ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

古
瀨
琢
也　
　

２
勝
２
敗

　
　
　

内
田
浩
太
郎　

１
勝
３
敗

　
　

Ｃ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

川
向
一
輝　
　

４
勝
０
敗　

第
１
位

　
　
　

千
葉
紘
也　
　

３
勝
１
敗　

第
２
位　

　

男
子
団
体
戦
Ａ
級
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　

盛
岡
一
Ａ
１
(
畠
山
・
佐
藤
・
田
中
)
第
２
位

　
　

盛
岡
一
Ａ
２
(
藤
森
・
古
瀨
・
内
田
)
第
７
位

　

男
子
団
体
戦
Ｂ
級
(
ス
イ
ス
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　

盛
岡
一
Ｂ 

(
及
川
・
川
向
・
千
葉
)
第
１
位

　

女
子
個
人
戦
(
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
)

　
　
　

及
川
瑞
希　

優
勝

【
岩
手
県
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
高
校
生

囲
碁
講
習
会
高
校
級
別
囲
碁
大
会
】

　

Ａ
級　

山
﨑
裕
哉　
　
　
　
　
　

 

１
勝
３
敗

　

Ｃ
級　

竹
澤
哲
、
古
瀨
琢
也　
　

 

３
勝
１
敗

　
　
　
　

田
中
太
郎
、
内
田
浩
太
郎 

２
勝
２
敗

　

女
子　

及
川
瑞
希　
　
　
　
　
　

 

２
勝
２
敗

【
第
35
回
東
北
地
区
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
】

　

県
対
抗
の
部

　

男
子

　
　

岩
手
(
副
将
:
佐
藤
志
斗　

三
将
:
畠
山
空
)

　
　

４
勝
１
敗　

第
２
位

　

女
子 

　
　

岩
手
(
主
将
:
及
川
瑞
希
)

　
　

１
勝
４
敗　

第
４
位

◎
英
語
部

【
文
科
省
後
援  

第
６
回P

D
A

高
校
生
即
興
型

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
全
国
大
会
】 (ONLINE

開
催
)

　

盛
岡
一
(
女
鹿
翼
・
千
葉
叶
夏
子
・
岩
間
陽
菜
)

　

７
位
(
64
校
中
)

　

女
鹿
翼　

Best Debater

賞
・Best POI

賞
受
賞

【
第
15
回
全
国
高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会online

】

　

盛
岡
一
(
橘
晶
子
・
吴
佳
苓
・
藤
澤
奈
々
・

　

小
川
花
乃
・
谷
藤
沙
帆
・
宮
野
紗
也
子
)

　

予
選
結
果　

２
勝
４
敗　

46
位
(
64
校
中
)

【
岩
手
県K

enji C
up

高
校
生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト

大
会　

O
nline

】

　

盛
岡
一
Ａ
チ
ー
ム
(
島
田
澪
・
澤
﨑
ゆ
ず
か
・

　

千
葉
叶
夏
子
・
千
葉
琉
空
・
小
成
雪
月
・
山
形
想
)

　
　

第
２
位　

　

盛
岡
一
Ｂ
チ
ー
ム
(
佐
々
木
咲
綾
・
阿
部
愛
菜
・

　

金
田
成
加
・
岩
間
陽
菜
・
千
田
毬
愛
・
相
馬
仁
衣
梨
)

　
　

第
３
位

　

ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー　

島
田
澪　
　

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

２
０
２
１

年
度
岩
手
県
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

島
田
澪
「Sharing Joboji’s Hidden Treasure

」

　

第
２
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

小
成
雪
月
「A Victim,But Not Real

l
y

」

　

第
７
位

◎
演
劇
部

【
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
演
劇
専
門
部　

県
北
・
北
盛
岡
地
区
発
表
会
】

　

盛
岡
一　

「day to day

」(
佐
藤
か
つ
ら
作
)

　

優
秀
賞　

(
８
校
中
２
位
相
当
・
県
大
会
出
場
)

　

俳
優
賞　

熊
谷
若
菜

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
】

　

盛
岡
一　

優
秀
賞
一
席
(
東
北
大
会
出
場
)

◎
音
楽
部

【
第
73
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
】

　

盛
岡
一　

金
賞

【
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会
】

　

盛
岡
一　

金
賞

◎
化
学
部

【
令
和
３
年
度
科
学
の
甲
子
園
岩
手
県
大
会
】

　

総
合
第
１
位
(
全
国
大
会
出
場
)　

◎
軽
音
楽
部

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
21
回
軽
音
楽
発
表
会
】

　

優
秀
賞
(
県
２
位
相
当
)

　
　

盛
岡
一
〔
グ
ル
ー
プ
名
〕THRONE

　
　

菊
池
勇
介
・
柾
本
南
美
・
小
原
結
菜
・

　
　

藤
野
日
花
里
・
谷
地
弘
美

◎
写
真
部

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門

第
40
回
岩
手
県
高
等
学
校
写
真
展
】

　
　

優
良
賞　

石
井
彩
貴　

「
仮
面
」

　
　

入
選　
　

千
葉
京
佳　

「
君
を
探
す
」

◎
書
道
部

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
和
歌
山

大
会
書
道
部
門
】

　
　

特
別
賞　

𠮷
田
絢
咲

【
第
19
回
岩
手
県
高
等
学
校
書
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
】

　
　

奨
励
賞　

三
ヶ
森
風
花

【
第
17
回
岩
手
日
報
高
校
書
展
】

　
　

秀
逸
賞　

𠮷
田
絢
咲

　
　

入
選　
　

玉
井
し
の

【
第
22
回
高
校
生
国
際
美
術
展
】

　
　

奨
励
賞　

小
林
優
香
、
三
ヶ
森
風
花

　
　

佳
作　
　

𠮷
田
絢
咲
、
中
村
し
ず
く
、

　
　
　
　
　
　

小
原
結
菜
、
竹
田
真
鈴

【
第
43
回
ふ
れ
あ
い
書
道
展
】

　

条
幅
の
部

　
　

筆
都
大
賞　

永
井
瑚
夏
、
三
ヶ
森
風
花
、　
　

　
　
　
　
　
　

横
山
和
沙

　
　

特
選　
　

三
田
穂
乃
佳

　
　

奨
励
賞　

𠮷
田
絢
咲
、
竹
田
真
鈴
、

　
　
　
　
　
　

中
村
し
ず
く
、
小
原
結
菜
、

　
　
　
　
　
　

小
山
倫
佳
、
馬
場
悠
歌
、
吉
田
彩
乃

【
第
42
回
全
国
公
募
千
字
文
大
会
】

　

条
幅
・
漢
字
部
門

　
　

優
秀
賞　

小
林
優
香

　
　

秀
作
賞　

小
原
結
菜
、
馬
場
悠
歌

　
　

佳
作　
　

横
山
和
沙

　

条
幅
・
新
和
様
部
門

　
　

秀
作
賞　

中
村
し
ず
く
、
竹
田
真
鈴

　
　

佳
作　
　

三
田
穂
乃
佳

　

半
紙
・
漢
字
部
門

　
　

賞
候
補
特
選　

竹
田
真
鈴

　
　

特
選　
　

小
原
結
菜

　
　

優
秀
賞　

小
山
倫
佳

　
　

秀
作
賞　

吉
田
彩
乃

　

半
紙
・
新
和
様
部
門

　
　

賞
候
補
特
選　

小
林
優
香

　
　

特
選　
　

横
山
和
沙

　
　

優
秀
賞　

中
村
し
ず
く
、
三
田
穂
乃
佳
、　

　
　
　
　
　
　

小
山
倫
佳
、
馬
場
悠
歌

　
　

秀
作
賞　

吉
田
彩
乃

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
書
道

部
門
】

　

全
紙
の
部　

漢
字
・
仮
名
部
門

　
　

優
秀
賞　

中
村
し
ず
く

　
　
　
　
　
　

(
来
年
度
全
国
大
会
代
表
候
補
)

　
　
　
　
　
　

三
ヶ
森
風
花
、
三
田
穂
乃
佳

　
　

奨
励
賞　

𠮷
田
絢
咲
、
小
林
優
香
、
横
山
和
沙

　
　

入
選　
　

大
津
枝
里
子
、
永
井
瑚
夏
、

　
　
　
　
　
　

小
原
結
菜
、
竹
田
真
鈴
、
馬
場
悠
歌

◎
吹
奏
楽
部

【
第
59
回
岩
手
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
兼  

第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
吹

奏
楽
部
門
発
表
会
）】

　

盛
岡
一　

金
賞　

【
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
盛
岡
地
区
大
会
】

　

盛
岡
一

　
　

木
管
８
重
奏
「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」
よ
り　

　
　

金
賞
(
県
大
会
へ
推
薦
)

　
　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
５
重
奏
「
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ
」

　
　

金
賞

　
　

金
管
８
重
奏　

歌
劇
「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」
よ
り

　
　

金
賞

◎
生
物
部

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会

及
び
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然

科
学
部
門
発
表
会
】

研
究
発
表
(
生
物
)

　

最
優
秀
賞

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
性
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　

優
秀
賞

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　

<
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
(
わ
か
や
ま
総
文
)
推
薦
>

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織
・ 

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　
　

「
岩
手
県
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
オ
オ
キ
ン

　
　

ケ
イ
ギ
ク
の
分
布
の
現
状
と
そ
の
課
題
」

　
　
　

高
橋
大
輝
・
三
浦
直
大
・
岩
山
義
直
・

　
　
　

松
尾
航
希

ポ
ス
タ
ー
(
パ
ネ
ル
)
発
表

　

最
優
秀
賞

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
性
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　

<
第
45
回
全
国
高
総
文
祭
(
わ
か
や
ま
総
文
)
推
薦
>

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　

優
秀
賞

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織
・

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
沙
綾
・
田
村
桃
子

　
　

「
岩
手
県
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
オ
オ
キ
ン

　
　

ケ
イ
ギ
ク
の
分
布
の
現
状
と
そ
の
課
題
」

　
　
　

高
橋
大
輝
・
三
浦
直
大
・
岩
山
義
直
・

　
　
　

松
尾
航
希

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門
】

研
究
発
表
(
生
物
)

　

奨
励
賞
(
４
〜
５
位
相
当/

参
加
44
校
)　

　
　

「
河
川
上
流
部
の
底
生
動
物
に
よ
る
総
合
的
な

　
　

環
境
の
評
価
法
」

　
　
　

山
下
ゆ
う
・
阿
部
恭
子
・
小
倉
伊
織

ポ
ス
タ
ー
(
パ
ネ
ル
)
発
表

　
　

「
市
街
地
に
お
け
る
腐
肉
食
昆
虫
群
集
の
遷
移
」

　
　
　

井
上
美
咲
・
及
川
紗
綾
・
田
村
桃
子

【
い
わ
て
ユ
ネ
ス
コ
科
学
賞
】　

受
賞　

◎
天
文
部

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会

及
び
第
43
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然

科
学
部
門
発
表
会
】

　

研
究
発
表
(
地
学
)

　

優
秀
賞

　

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
た
盛
岡
市
の
光
害
調
査
」

　
　

藤
盛
裕
斗
・
姉
帯
慎
太
郎
・
石
田
壮
・

　
　

安
部
雅
希　

◎
美
術
部

【
第
45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
和
歌
山

大
会
美
術
校
工
芸
部
門
】

　

鷲
見
達
也

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術

工
芸
展
】

　

絵
画
部
門　
　

　
　

特
賞　

鷲
見
達
也
、
高
澤
覚
良

　
　

入
選　

小
松
功
英
、
佐
々
木
彩
那
、

　
　
　
　
　

小
原
万
奈
、
中
村
琴

　

デ
ザ
イ
ン
部
門

　
　

入
選　

松
本
侑
也
、
田
頭
陽
向

　

立
体
部
門

　
　

特
賞　

野
崎
恵

　
　

入
選　

昆
野
真
唯

◎
物
理
部
（
無
線
班
）

【
第
63
回 A

L
L
 JA

 C
O
N
T
E
S
T
 

２
０
２
１
】

　

電
信
電
話
部
門 

マ
ル
チ
オ
ペ
ジ
ュ
ニ
ア
種
目

　

東
北
地
方 

第
１
位　

【S
upercom

puting C
ontest 

２
０
２
１
】

　

本
選

　
　

玉
田
歩
夢
・
古
瀨
琢
也
・
佐
々
木
大
輝

　
　

(
全
国
20
チ
ー
ム
中
13
位
)

【
第
19
回
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
２
０
２
１
】

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門　

予
選

　
　

古
瀨
琢
也
・
玉
田
歩
夢　

予
選
通
過

　
　

(
37
／
611 

チ
ー
ム
)

【
令
和
３
年
度
科
学
の
甲
子
園
岩
手
県
大
会
】

　

総
合
第
１
位
(
全
国
大
会
出
場
)

◎
文
学
研
究
部

【
第
35
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

文
芸
部
誌
部
門　
　

　
　

「
邂
逅
49
号
」
奨
励
賞

【
第
11
回
牧
水
・
短
歌
甲
子
園
（
宮
崎
）】

　

全
国
大
会
出
場
(
紙
上
大
会
)

　
　

長
谷
川
千
成
・
柿
木
心
寧
・
大
崎
美
優

【
第
16
回
全
国
高
校
生
短
歌
大
会
（
短
歌
甲
子
園

２
０
２
１
）】

　

盛
岡
一
Ａ
チ
ー
ム　

大
崎
美
優
・
馬
場
悠
歌
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
木
心
寧　

ベ
ス
ト
８

　
　

(
全
国
大
会
出
場
・
５
年
ぶ
り
10
回
目
)

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
１―

２
八
戸
(
青
森
)

　

個
人
戦　

大
崎
美
優　

出
場

【
第
44
回
岩
手
県
高
総
文
祭
文
芸
部
門
「
文
芸
祭
」】

　

詩
部
門　

　
　

入
選　

柿
木
心
寧
、
佐
々
木
麻
佑
子

　

短
歌
部
門

　
　

入
選　

伊
藤
蓮
人

　

俳
句
部
門

　
　

優
秀　

大
崎
美
優

　
　

(
北
海
道
・
東
北
大
会
俳
句
部
門
岩
手
県
代
表
)

　

部
誌
部
門

　
　

優
良
「
邂
逅
第
50
号
」

◎
放
送
委
員
会

【
第
68
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

入
選　

四
戸
理
稀

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

制
作
奨
励
『
紙
人
生
２
周
目
、ノ
ー
ト
に
な
る
』

　
　

監
督　

千
葉
南
美

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送
部

門
大
会  

兼  

第
68
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
岩
手
県
大
会
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

四
戸
理
稀
(
全
国
大
会
出
場
)

　
　

入
選　
　
　

小
林
優
香

　

朗
読
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

千
葉
南
美
(
全
国
大
会
出
場
)

　

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『
紙
人
生
２
周
目
、ノ
ー
ト
に
な
る
』

　
　

監
督　

千
葉
南
美
(
全
国
大
会
出
場
)

　

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『
猛
者
』
監
督　

四
戸
理
稀　

　
　

(
全
国
大
会
出
場
)　

【
第
44
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
放
送

部
門
大
会  

兼  

第
39
回
岩
手
県
高
等
学
校
放

送
新
人
大
会
】

　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　

優
秀
賞　

小
林
優
香

　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　
　

優
良
賞　

藤
岡
慧
成
(
東
北
大
会
出
場
)

　

朗
読
部
門

　
　

優
秀
賞　

千
葉
南
美

　
　

(
全
国
大
会
・
東
北
大
会
出
場
)

　
　

入
選　
　

臼
井
悠
人

　

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『Lefty Handicap

』

　
　

監
督　

及
川
桜
(
全
国
大
会
出
場
)　

　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

　
　

優
秀
賞
『
シ
ン
・
ナ
ン
ブ
テ
ツ
ビ
ン
』

　
　

監
督　

小
林
優
香

　

ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　
　

優
秀
賞
『J

ust be friends

』

　
　

監
督　

千
葉
希
(
東
北
大
会
出
場
)　

　

テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

　
　

最
優
秀
賞
『Innocence

』

　
　

監
督　

簗
場
和
葉
(
東
北
大
会
出
場
)　

41（13）　2021年12月17日

上
位
４
位
以
上
の
選
手
が
東
北
新
人
大
会
に
進
出

【
第
29
回
東
北
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会
】

　

男
子

　
　

400
ｍ
自
由
形　

第
23
位　

河
田
千
羽
弥

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
18
位　

小
笠
原
助
維

　
　

100
ｍ
自
由
形　

第
22
位　

船
水
新
太

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
19
位　

小
笠
原
助
維

　
　

50
ｍ
自
由
形　

第
21
位　

船
水
新
太　

　

女
子

　
　

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
22
位　

金
野
恭
佳

　
　

100
ｍ
平
泳
ぎ　

第
22
位　

金
野
恭
佳

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
第
52
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会  

兼  

第
52
回
東
北
高
等
学
校
選
抜

イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
予
選
会
】

　

男
子
個
人

　
　

板
井
一
希
、
滝
村
青
葉　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
個
人

　
　

板
井
莉
音
、
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

１
回
戦

【
第
31
回
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会  

兼  

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
２
０
２
１
予
選
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

阿
部
真
・
滝
村
青
葉　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
井
一
希
・
西
村
将
玄　
　
　
　

 

２
回
戦

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

阿
部
真　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
井
一
希　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

板
井
莉
音
・
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

板
井
莉
音　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
個
人

　
　

阿
部
真
、
滝
村
青
葉　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

山
本
一
仁
、
小
原
春
樹　
　
　
　

 

２
回
戦

　

男
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
３―

０
岩
泉

　
　

２
回
戦　
　
　

盛
岡
一
１―

２
宮
古

　

女
子
個
人

　
　

板
井
莉
音
、
伊
藤
環　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
０―

３
北
上
翔
南

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
個
人

　
　

菅
野
成
世
、
稲
塚
康
太　
　
　
　

 

１
回
戦

　

男
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
１―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
個
人

　
　

吉
田
真
里
菜
、
菊
池
沙
耶　
　
　

 

２
回
戦

　
　

和
野
絢
、
畑
山
紗
璃　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　

女
子
団
体

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
２―

１
岩
手
女
子

　
　

２
回
戦　
　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
三

◎
卓
球
部

【
東
北
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

女
子
学
校
対
抗 

　

予
選
Ｂ
リ
ー
グ　

盛
岡
一
１―

３
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
二

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
盛
岡
四　

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
１―

３
花
巻
北

　

順
位
決
定
リ
ー
グ　

盛
岡
一
３―

２
福
岡

【
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
(
参
加
人
数
320
人
)

　
　

滝
沢
和
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
回
戦

　
　

横
田
竜
之
輔　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

　
　

松
谷
浩
希
、
上
山
和
真
、
千
葉
陽
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

中
村
幹
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
回
戦

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
(
参
加
人
数
160
人
)

　
　

瀨
川
菜
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
１
位

　
　

(
全
国
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

阿
部
実
結　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
回
戦

　
　

山
内
愛
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦

　
　

板
澤
和
、
大
崎
美
優
、
外
舘
日
菜
子 

１
回
戦

【
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓
球
大
会
】

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

瀨
川
菜
月
(
盛
岡
一
)
１―

３

　
　
　
　
　
　

上
田
美
羽
(
熊
本･

尚
絅
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗　

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
花
北
青
雲

　

女
子
学
校
対
抗　

ベ
ス
ト
16

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
４―

０
西
和
賀

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
１―

３
一
関
二

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
(
板
澤
・
瀬
川
)
１―

３
宮
古

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
(
瀬
川
)
３―

０
岩
谷
堂

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
(
瀬
川
)
３―
０
花
北
青
雲

　
　

４
回
戦  

盛
岡
一
(
瀬
川
)
０―
３
盛
岡
二

　
　

９
〜
16
位
順
位
決
定
戦　

９
位

　
　

(
計
３
試
合
全
勝
・
東
北
大
会
出
場
権
獲
得
)

【
第
67
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗　

　
　

ベ
ス
ト
８
(
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　

女
子
学
校
対
抗　

　
　

ベ
ス
ト
８
(
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得
)

　

女
子
個
人　

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

瀬
川
・
板
澤　

ベ
ス
ト
16

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

瀬
川　
　
　
　

３
位　

　
　
　

◎
テ
ニ
ス
部

【
岩
手
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
大
会
】

　

18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

畑
中
優　
　
　

第
８
位

　

18
歳
以
下
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

箱
石
琉
之
・
小
林
祐
輝　

ベ
ス
ト
８

　

18
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

橋
本
栞　
　
　

第
９
位

　
　

乗
上
敦
子　
　

第
７
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

18
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

山
口
・
橋
本　

ベ
ス
ト
８

　
　

乗
上
・
佐
藤　

ベ
ス
ト
８

【
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

３
位

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
工

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
２―

１
盛
岡
四

　
　

準
決
勝 

　

 

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

　

男
子
個
人

　
　

ダ
ブ
ル
ス　

箱
石
・
小
林　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　

秋
村
怜
哉
・
梅
村
佳
明
、

　
　
　
　
　
　
　

智
田
康
介
・
田
村
春
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
16  

　

女
子
団
体　

３
位

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
白
百
合
学
園

　
　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
０―

２
盛
岡
四

　

女
子
個
人

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

山
口
舞　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

乗
上
・
佐
藤　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
・
橋
本　

準
優
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

(
東
北
大
会
出
場
)

【
岩
手
県
民
大
会
（
少
年
）】

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

畑
中
優　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位　

　
　

玉
田
歩
夢
、
澤
口
凛
人　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　

智
田
康
介　
　
　
　
　
　
　
　

第
10
位　

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

智
田
康
介
・
畑
中
優　
　
　
　

準
優
勝　

　
　

秋
村
怜
哉
・
梅
村
佳
明
、

　
　

澤
口
凛
人
・
玉
田
歩
夢　
　
　

第
３
位　

　

  

下
村
陽
己
・
田
村
春
樹　
　
　

ベ
ス
ト
８

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

橋
本
栞　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
位

　
　

及
川
恵
歩　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

【
２
０
２
１
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
東
北
予
選
】

　

乗
上
敦
子　

予
選
通
過　

本
戦
１
回
戦
出
場

　

橋
本
栞　
　

予
選
通
過
な
ら
ず

【
第
53
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会
】

　

男
子
団
体　
　
　

準
優
勝
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
４―

１
花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
３―

１
盛
岡
四

　
　

決
勝　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
岩
手

　

男
子
個
人

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

田
村
春
樹　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

智
田
康
介
、
畑
中
優
、

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
晃
太
朗　

ベ
ス
ト
16

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

畑
中
・
玉
田
、
智
田
・
田
村
、

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
村
・
梅
村　

ベ
ス
ト
８

　

女
子
団
体　

準
優
勝
(
東
北
大
会
出
場
)

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
三

　
　

決
勝　
　
　
　

盛
岡
一
０―

３
盛
岡
四　

　

女
子
個
人　

　
　

シ
ン
グ
ル
ス　

橋
本
栞　
　
　

ベ
ス
ト
８

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
葉
乃　
　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　
　
　
　
　

及
川
恵
歩　
　

ベ
ス
ト
16

　
　

ダ
ブ
ル
ス　
　

橋
本
・
及
川　

ベ
ス
ト
４

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
・
尾
藤　

ベ
ス
ト
８

【
第
42
回
東
北
選
抜
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

４
山
形
南　

(
山
形
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

１
Ｒ　
　

盛
岡
一
３―

２
弘
前
中
央
(
青
森
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

２
Ｒ　
　

盛
岡
一
０―

３
仙
台
育
英
(
宮
城
)

　

女
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―
２
会
津　
　

(
福
島
)

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

５
寒
河
江　

(
山
形
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

１
Ｒ　
　

盛
岡
一
４―

１
秋
田　
　

(
秋
田
)

　
　

フ
ィ
ー
ド
イ
ン
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
Ｆ
Ｃ
)

　
　

２
Ｒ　
　

盛
岡
一
１―

３
聖
霊
短
大
付
(
秋
田
)

◎
登
山
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
登
山
競
技
】

　

男
子　

第
２
位　

97
・
８　

　
　

長
谷
川
滉
・
金
濱
玄
・
安
達
凪
・
白
倉
歳
也

　
　

(
東
北
大
会
出
場
権
獲
得
大
会
は
中
止
)

　

女
子　

第
１
位　

99
・
３

　
　

佐
藤
里
咲
・
浪
岡
愛
乃
・
若
林
佳
乃
子
・

　
　

吉
田
穂
香
(
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得
)

【
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
第
９
回
リ
ー
ド
ユ
ー
ス

日
本
選
手
権
南
砺
大
会
】

　

ユ
ー
ス
Ａ　

大
湯
凜　

31
位

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

登
山
大
会  

兼  

第
65
回
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

（
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）】

　

女
子　

第
３
位
(
銅
メ
ダ
ル
)
得
点
99
・
４

　
　
　
　
　

佐
藤
里
咲
・
浪
岡
愛
乃
・

　
　
　
　
　

若
林
佳
乃
子
・
吉
田
穂
香

【
第
57
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
登
山
大
会
】

　

男
子　

学
校
対
抗
の
部　

第
１
位　

98
・
１

　
　
　
　
　

服
部
亮
輔
・
白
倉
歳
也
・

　
　
　
　
　

三
上
湧
心
・
大
柏
一
明

　

女
子　

学
校
対
抗
の
部　

第
１
位　

97
・
７

　
　
　
　
　

永
沼
美
翔
・
多
田
春
菜
・

　
　
　
　
　

山
本
光
・
佐
藤
千
歳

　
　
　
　

チ
ー
ム
対
抗
の
部　

第
１
位　

97
・
７

　
　
　
　
　

吉
田
穂
香
・
菊
地
真
琴
・

　
　
　
　
　

茅
平
夏
奈
・
須
藤
は
る
美 

【
第
11
回
岩
手
県
高
校
生
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

兼  

第
12
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

選
手
権
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

女
子
リ
ー
ド　

　
　

第
２
位 

大
湯
凜
(
第
12
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大
会
出
場
権
獲
得
)

　
　

第
５
位 

吉
田
穂
香　

第
６
位 

永
沼
美
翔
、

　
　

第
７
位 

菊
地
真
琴　

第
８
位 

須
藤
は
る
美

　
　

第
９
位 

茅
平
夏
奈　

第
10
位 

多
田
春
菜

　
　

第
11
位 

山
本
光　
　

第
12
位 

佐
藤
千
歳

　

男
子
リ
ー
ド

　
　

第
13
位 

白
倉
歳
也　

第
16
位　

服
部
亮
輔

◎
軟
式
野
球
部

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】 

　

ベ
ス
ト
４

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
３―

１
一
関
一

　
　
　
　
　
　

(
延
長
11
回
)

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

８
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

【
第
66
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
岩
手
大
会
】     

　

ベ
ス
ト
４

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
11―

２
一
関
一

　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

７
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　

(
７
回
コ
ー
ル
ド
)

【
第
60
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】
第
２
位

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
16―

３
黒
沢
尻
工

　
　
　
　
　
　

(
５
回
コ
ー
ル
ド
)

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
６―

４
盛
岡
商

　
　

決
勝　
　

盛
岡
一
２―

４
専
大
北
上　

【
第
33
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
】

　

(
31
年
ぶ
り
２
度
目
の
出
場
)

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

９
泉
(
宮
城
県
代
表
)

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【
第
66
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
107 ― 

74
水
沢
工

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
53 ― 

87
盛
岡
南

　

女
子

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
44 ― 

98
一
関
修
紅

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
87 ― 

55
宮
古
商
工

　
　

４
回
戦　

盛
岡
一
63 ― 

70
一
関
修
紅

　

女
子　

ベ
ス
ト
16

　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
79 ― 

57
専
大
北
上

　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
91 ― 

41
一
戸

　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
51 ― 

85
福
岡

【
第
42
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
】　

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
63 ― 

83
専
大
北
上

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
57 ― 

90
高
田

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
第
21
回
岩
手
県
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

　

男
子
学
校
対
抗

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
０―

３
前
沢

　
　

敗
者
戦　
　

盛
岡
一
１―

３
水
沢

　

女
子
学
校
対
抗　

　
　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

２
花
巻
北

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
２―

３
前
沢

　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

０
専
大
北
上

【
第
49
回
全
国
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

東
北
地
区
予
選
会
】

　

女
子
学
校
対
抗

　
　

１
回
戦  

　

盛
岡
一
３―

２
磐
城
(
福
島
)

　
　

２
回
戦  

　

盛
岡
一
０―

３
山
形
城
北
(
山
形
)

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
団
体　

ベ
ス
ト
８

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

１
水
沢
一

　
　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
北

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
水
沢　

　

女
子
団
体　

第
３
位

　
　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
久
慈
東

　
　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
３―

０
盛
岡
三

　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

１
一
関
二

　
　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
２―

３
前
沢　

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

小
嶋
・
中
村　

１
回
戦
１―

２
前
沢

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

菅
原
・
佐
々
木 

１
回
戦 

２―

０
宮
古
水
産

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

石
畠
・
髙
橋　

２
回
戦 

２―

１
西
和
賀

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

上
平
・
長
山　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

２―

１
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

決　

勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

第
２
位
(
東
北
大
会
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
)

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

高
橋
諒　
　
　

１
回
戦 

２―

１
千
厩

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

小
嶋
拓
満　
　

２
回
戦 

１―

２
前
沢

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

髙
橋
朱
里　
　

１
回
戦 

２―

０
千
厩

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

上
平
佳
步　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

長
山
紗
千　
　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

１
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢　

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

【
第
66
回
岩
手
県
種
目
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

高
橋
・
佐
々
木 

２
回
戦 

０―

２
水
沢
一

　
　

古
山
・
奥　
　

２
回
戦 

０―

２
水
沢
農

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

菅
原
・
細
越　

１
回
戦 

０―

２
北
上
翔
南

　
　

髙
橋
・
佐
々
木 

２
回
戦 

２―

０
一
関
一

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
前
沢　

　
　

上
平
・
長
山　

２
回
戦 

２―

０
盛
岡
四

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
水
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

０
飯
豊
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

　
　

佐
々
木
裕　
　

１
回
戦 

０―

２
黒
沢
尻
北

　
　

高
橋
諒　
　
　

２
回
戦 

１―

２
一
関
一

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

菅
原
由
唯　
　

１
回
戦 

２―

０
釜
石
商
工

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　
　

髙
橋
朱
里　
　

１
回
戦 

２―

０
西
和
賀

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
東
朋
中

　
　

長
山
紗
千　
　

２
回
戦 

２―

０
久
慈

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
久
慈
東

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

０
厨
川
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ス
ト
８

【
令
和
３
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
岩
手
県
代
表
選
考
会
】

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

高
橋
・
佐
々
木 

１
回
戦 

２―

１
水
沢
中

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

細
越
・
田
口　

１
回
戦 

２―

０
一
関
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
一
関
二

　
　

髙
橋
・
菅
原　

２
回
戦 

２―

１
盛
岡
北

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

１
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

４
回
戦 

２―

１
盛
岡
四

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
盛
岡
市
立

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

長
山
・
佐
々
木 

準
々
決
勝 

２―

０
花
巻
北

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

１―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　

高
橋
諒　
　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

古
山
由
登　
　

２
回
戦 

０―

２
千
厩
中

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

髙
橋
朱
里　
　

２
回
戦 

０―

２
一
関
二

　
　

佐
々
木
碧
唯　

１
回
戦 

２―

０
一
関
修
紅

　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

２―

０
一
関
二

　
　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
２
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

　
　

長
山
紗
千　
　

準
々
決
勝 

２―

０
東
朋
中

　
　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　
　

決　

勝 

０―

２
花
北
青
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
位

【
令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

高
松
宮
記
念
杯　

第
72
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
】

　

女
子
個
人
対
抗
ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

上
平
佳
歩
・
長
山
紗
千 

０―

２

　
　
　
　
　
　

桝
木
・
須
崎
(
作
新
学
院
)

【
第
61
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
】

　

男
子
団
体
２
回
戦　

盛
岡
一
２―

３
釜
石
商
工

　

女
子
団
体
２
回
戦　

盛
岡
一
３―

０
大
東

　
　
　
　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
３―

１
水
沢

　
　
　
　
　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
３―

１
千
厩

　
　
　
　
　

準
決
勝　

盛
岡
一
０―

３
前
沢

　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
３―

２
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　

第
３
位
(
東
北
大
会
出
場
)

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

高
橋
諒
・
佐
々
木
裕 

１
回
戦 

２―

０
久
慈
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
回
戦 

０―

２
前
沢

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

　
　

髙
橋
朱
里
・
菅
原
由
唯

　
　
　
　
　

１
回
戦 

２―

０
宮
古
水
産

　
　
　
　
　

２
回
戦 

１―

２
花
北
青
雲

　
　

長
山
紗
千
・
佐
々
木
碧
唯

　
　
　
　
　

２
回
戦 

２―

０
北
上
翔
南

　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
盛
岡
誠
桜

　
　
　
　
　

準
決
勝 

１―

２
前
沢

　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　

第
３
位

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

高
橋
諒　
　

２
回
戦 

２―

０
千
厩

　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

０―

２
前
沢

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

髙
橋
朱
里　

１
回
戦 

２―

０
種
市

　
　
　
　
　
　
　

２
回
戦 

０―

２
花
北
青
雲

　
　

菅
原
由
唯　

２
回
戦 

１―

２
一
関
二

　
　

長
山
紗
千　

２
回
戦 

２―

０
専
大
北
上

　
　
　
　
　
　
　

３
回
戦 

２―

０
久
慈

　
　
　
　
　
　
　

準
々
決
勝 

２―

０
盛
岡
市
立

　
　
　
　
　
　
　

準
決
勝 

０―

２
前
沢

　
　
　
　
　
　
　

３
位
決
定
戦 

２―

０
前
沢

　
　
　
　
　
　
　

第
３
位

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
花
巻
北

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
紫
波
総
合

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
花
巻
南

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子　

ベ
ス
ト
16

　
　
　
　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

１
水
沢
一

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
伊
保
内

　
　
　
　

３
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
盛
岡
誠
桜

　

女
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
２―

０
久
慈
東

　
　
　
　

２
回
戦　

盛
岡
一
１―

２
一
関
二

【
第
74
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
岩
手
県
予
選
会
】

　

男
子　

１
回
戦　

盛
岡
一
０―

２
水
沢

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

【
第
44
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会
岩
手
県
予
選
会
】
第
４
位

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
28 ― 

18
盛
岡
商

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
29 ― 

25
盛
岡
中
央

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
25 ― 

32
花
巻
北

　

優
秀
選
手
賞　
　

岸
陽
平

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】　

　

第
３
位

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
57 ― 

18
一
関
工

　

３
回
戦　
　

盛
岡
一
38 ― 

27
盛
岡
商

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
24 ― 

29
不
来
方

　

大
会
優
秀
選
手　

山
田
泰
世

【
第
14
回
岩
手
県
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
秋
季

大
会
】
第
３
位

　

準
々
決
勝　

盛
岡
一
28 ― 

26
盛
岡
四

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
22 ― 

23
花
巻
北

第
３
シ
ー
ド
決
定
戦　

盛
岡
一
32 ― 

26
盛
岡
南

【
第
65
回
岩
手
県
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
新
人

大
会
】
第
３
位

　

１
回
戦　
　

盛
岡
一
50 ― 

20
水
沢

　

２
回
戦　
　

盛
岡
一
34 ― 

24
盛
岡
中
央

　

準
決
勝　
　

盛
岡
一
28 ― 

30
花
巻
北

　

第
３
シ
ー
ド
決
定
戦

　
　
　
　
　
　

盛
岡
一
33 ― 

29
盛
岡
南　

　

優
秀
選
手　

吉
田
泰
河　

◎
ラ
グ
ビ
ー
部

【
７
人
制
大
会
内
陸
北
地
区
予
選
】

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
19 ― 

17
岩
手

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
21 ― 

33
盛
岡
南

　
　

３
位
戦　
　
　

盛
岡
一
14 ― 

24
不
来
方

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】　

　

ベ
ス
ト
８

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
５ ― 

24　

盛
岡
南

【
第
101
回
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
岩
手
県
大
会
】
ベ
ス
ト
８

　
　

１
次
予
選　
　

盛
岡
一
８ ― 

５
盛
岡
合
同

　
　
　
　
　
　
　
　

(
盛
岡
三
・
盛
岡
北
)

　
　

準
々
決
勝　
　

盛
岡
一
５ ― 

119
盛
岡
工

【
第
54
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
ベ
ス
ト
４

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

１
回
戦　
　
　

盛
岡
一
13 ― 

７
不
来
方

　
　

準
決
勝　
　
　

盛
岡
一
０ ― 

86
黒
沢
尻
北

　
　

３
位
決
定
戦　

盛
岡
一
０ ― 

50
盛
岡
工

◎
陸
上
競
技
部

【
岩
手
県
春
季
陸
上
競
技
大
会
】

　

高
校
男
子

　
　

砲
丸
投　
　

第
５
位　

村
守
壮
太

　

高
校
女
子

　
　

400
ｍ　
　
　

第
５
位　

大
津
枝
里
子

　
　

４×

400　
mR　

第
５
位　

大
津
枝
里
子
・

　
　
　

吉
田
ひ
な
た
・
高
橋
結
季
・
住
吉
彩
季

　
　

三
段
跳　
　

第
３
位　

多
田
愛
佳

【
第
73
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子

　
　

5000
ｍ　
　
　

第
13
位　

髙
橋
真
人　

　
　

110　
mH　
　
　

第
７
位　

村
田
瑛
人

　
　

砲
丸
投(

６
・
000
㎏)

第
５
位　

村
守
壮
太

　
　

砲
丸
投(

５
・
000
㎏)

第
１
位　

村
守
壮
太

令
和
２
年
12
月
〜
令
和
３
年
11
月
の

大
会
結
果
に
つ
い
て

（
11
面
か
ら
続
く
）

部
活
動
の
記
録

41 2021年12月17日　（12）



42年の歴史に幕

校庭の東側にあった総合部室の
２階ホールを改装して作られた最初の食堂

2012年、白堊記念館１階の食堂にて

営業終了前のにぎわう食堂＝2021年8月

令和３年度　大学合格者数一覧

大学名
北海道大
弘前大
東北大
秋田大
山形大
山梨大
三重大
琉球大
岩手医科大
自治医科大
獨協医科大
東北医科薬科大
日本医科大
北里大
杏林大
埼玉医大
東邦大
聖マリアンナ医科大
愛知医科大
藤田医大
合計

現役
２
２
３
７

１

７
２

１

１
２

28

過卒

１

１
１
１
１
６
１
１
４
１
１
１
３
１
１
１
１
27

大学名
青山学院大
学習院大
慶應義塾大
駒澤大
芝浦工業大
上智大
中央大
津田塾大
東海大
東洋大
法政大
明治大
立教大
早稲田大
同志社大
立命館大
その他
合計

現役
４
４
３
４
７
７
14
５
６
６
13
13
４
13
１
４
80
188

過卒
５
２
４
６
15
４
37
３
11
７
23
18
10
８

４
107
264

大学名
青森公立大
岩手県立大
会津大
高崎経済大
横浜市立大
都留文科大
大阪市立大　　
大阪府立大　　
合計

現役
１
２
１
２
１
２

９

過卒

１
２
１
１
５

大学名
東京農工大
一橋大
横浜国立大
新潟大
金沢大
信州大
山梨大
静岡大
三重大
奈良教育大
京都大
大阪大
広島大
鳥取大
琉球大
合計

現役
１
１
２
３
２
１
１
１

１

１

143

過卒

１
１
３
１

１
１
１

１
１

１
１
55

大学名
北海道大
北海道教育大
弘前大
岩手大
東北大
宮城教育大
秋田大
山形大
福島大
茨城大
筑波大
宇都宮大
群馬大
埼玉大
千葉大
電気通信大
東京大
東京外国語大
東京学芸大
東京海洋大
東京芸術大

現役
２
１
10
36
30
２
10
３
４
１
４

１
６
４

４
３
７
１

過卒
６

６
15
１

２

１
１

３
２
４

１

　

昭
和
の
時
代
か
ら
お
世
話

に
な
っ
た
本
校
の
食
堂
が
、

運
営
す
る
委
託
業
者
の
撤
退

に
と
も
な
い
、
今
年
８
月
を

も
っ
て
営
業
を
終
了
し
た
。

長
年
、
下
宿
生
を
は
じ
め
多

く
の
生
徒
が
利
用
し
、
生
徒

の
学
校
生
活
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
食
堂
の
閉
店
を
惜
し

む
と
と
も
に
、
多
く
の
感
謝

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　

盛
岡
一
高
の
食
堂
は
、
昭

和
54
年
４
月
に
営
業
を
開
始

し
た
。
昭
和
54
年
と
い
え
ば
、

３
代
目
上
田
校
舎
の
時
代
で

あ
る
。『
白
堊
校
百
年
史
』
に

よ
れ
ば
、
当
時
朝
食
欠
食
の

生
徒
や
昼
食
を
持
た
ず
に
登

校
す
る
生
徒
が
目
立
っ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
が
、

昼
食
時
に
無
断
外
出
し
た

結
果
、
岩
手
大
学
の
生
協
食

堂
か
ら
「
盛
岡
一
高
の
生
徒

の
利
用
お
断
り
」
の
貼
り
紙

が
出
さ
れ
る
事
態
ま
で
発
展

し
た
と
い
う
。
大
学
生
を
押

し
の
け
て
生
協
食
堂
を
利
用

す
る
た
く
ま
し
さ
は
一
高
生

　４時間目の授業終わりには、学食へ駆け出していたもので
した。当時の学食は校舎を出て左手にある部室棟の２階で、
入口の通路に置かれた長机の上に各種パンや手作りのおにぎ
り、焼きそばなど持ち帰って食べられるものが並べられてい
ました。その先が食堂で、一般の生徒は券売機を利用します
が、自彊寮生は400円までのメニューが寮費に含まれていた
ので配膳口で直接炊事婦さんにメニューを伝える仕組みでし
た。400円ちょうどで食べられる日替わり丼はカツ丼、肉野
菜炒め丼、シーフードクリーム丼などがあり、常設メニュー
はカツカレー、ラーメンなどの各種麺類がありました。夏場
は冷やしたぬきうどんが250円と手頃な価格だったので、こ
れに150円以内のパンをセットにすることが多かったです。
自分が３年生の頃に現校舎の建築が始まり、その後に教育実
習で訪れる機会もありましたが、寮に引き続き学食もなくな
ることに時代の趨勢を感じ、少し寂しくなります。

平成11年卒　大粒来  重之
　食べても食べてもおなかがすいていた高校時代、持ってきた
弁当では当然足りず、学食を毎日のように利用していました。
　少し急な階段を駆け上がり、暗めの蛍光灯と、外より少しひ
んやりした空気の学食で、「冷やしたぬき（うどん）」をよく食
べていたと思います。
　天かすが多いと今日はなんだかついていると感じ、カツカ
レーやミートソーススパゲッティーは贅沢品で、冷やしたぬき
２杯食べた場合と、カツカレー１つ食べた場合の、どちらが自
分をより満足させるのかを年がら年中考えていた気がします。
　学食のおばちゃんは皆良い人たちで、たまにある何気ない会
話は、親元を離れ１人暮らしをしていた私にとって、心安らぐ
心地よい時間でした。
　高校時代の遠い記憶、「あの頃、なんか良かったな。」と思え
る学食の記憶です。

学食の記憶
平成８年卒　鹿志村  史幸

学食の思い出について

ら
し
い
逸
話
と
も
思
う
が
、

生
徒
指
導
上
大
き
な
問
題
と

さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　

食
生
活
の
偏
り
な
ど
生
徒

の
健
康
面
の
問
題
も
当
然
憂

慮
さ
れ
、
校
内
で
の
食
堂
開

設
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

校
庭
の
東
側
に
あ
っ
た
総
合

部
室
の
２
階
ホ
ー
ル
を
改
装

し
て
、
食
堂
が
開
設
さ
れ
た
。

当
時
の
売
り
上
げ
数
を
み
る

と
、
大
盛
り
を
含
め
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。

  

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
昼
休

み
に
み
な
が
昼
食
を
と
っ
て

い
る
な
か
で
、
食
堂
で
平
然

と
自
学
に
励
ん
で
い
る
一
高

生
が
い
た
と
聞
い
た
。
携
帯

用
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
一

般
的
で
は
な
い
時
代
で
あ
る
。

静
か
な
場
所
よ
り
も
賑
や
か

な
食
堂
の
方
が
、
む
し
ろ
学

習
に
集
中
で
き
る
の
だ
そ
う

だ
。
喧
噪
の
中
に
精
神
集
中

の
場
を
得
る
猛
者
が
盛
岡
一

高
に
は
い
た
。
昭
和
の
受
験

生
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
真

に
一
高
生
ら
し
い
逸
話
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
11
年
に
現
在
の
４
代

目
上
田
校
舎
に
な
る
と
、
食

堂
は
白
堊
記
念
館
１
階
に

移
っ
た
。
食
堂
営
業
終
了
ま

で
18
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
さ

れ
た
菊
池
律
子
さ
ん
は
、
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　

「
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
る
の
に
苦
労

し
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
が
な

い
の
で
、
真
夏
の
合
宿
で
の

業
務
な
ど
は
暑
く
て
大
変
で

し
た
。
味
付
け
に
失
敗
し
激

辛
商
品
を
出
し
て
し
ま
っ
た

り
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
前
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
る
段

差
で
カ
レ
ー
う
ど
ん
の
ス
ー

プ
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
い
、
カ

レ
ー
ま
み
れ
に
な
っ
た
商
品

を
出
し
て
も
、
き
ち
ん
と
食

べ
て
く
れ
た
一
高
生
の
優
し

さ
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
ゲ

リ
ラ
豪
雨
で
食
堂
へ
の
道
が

川
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
で
も
、
生
徒
の
皆
さ

ん
が
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
食
堂
に
来
て
く
れ
た
こ
と

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。」

　

「
一
高
生
は
、
将
来
の
希
望

や
目
標
も
決
ま
っ
て
い
て
、

そ
の
道
に
向
か
っ
て
し
っ
か

り
進
ん
で
行
け
る
人
た
ち
が

多
く
、
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
い
つ
も
あ
い
さ
つ
も

忘
れ
ず
、
残
さ
ず
食
べ
て
く

れ
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。」

　

学
校
生
活
の
中
で
、
食
堂

は
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
、
食

堂
で
の
昼
食
時
間
は
貴
重
な

潤
い
の
ひ
と
と
き
だ
っ
た
と

語
る
生
徒
も
多
い
。
食
堂
は
、

食
事
や
栄
養
面
だ
け
で
は
な

く
、
一
高
生
の
人
間
形
成
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

食
堂
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な

さ
ん
、
長
い
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
平
成
２
年
卒　

酒
井 

朋
聡
)
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心からご冥福をお祈りいたします。（令和２年11月１日以降ご逝去され、令和３年10月31日までに事務局にご連絡いただいた方々です。）
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①自彊寮閉寮記念誌～和而不流～

②アルカリ色のくも

　 宮沢賢治の青春短歌を読む

　 佐藤通雅　＝編著

「自彊寮」顕彰事業推進委員会

ＮＨＫ出版

③紡ぐ　—わたしの歩み—

　 氷上に人生を捧げた男

 　工藤祐信（昭和20 -4年卒)　

盛岡出版コミュニティー　阿部 昇

⑤宮沢賢治　—みんなのほんとうの

　　　　　　　　　　さいわいをさがしに—

群馬県立土屋文明記念文学館

④会誌「こはく」「こはくニュース」 総集編

 　日本琥珀研究会 (2021)　

川上 雄司（昭和34年卒）

白堊同窓会Webページについて
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白堊記念館来館の折には、ぜひ記帳をお願いいたします。

令和２年11月１日～令和３年10月31日の間に

記念館に来館された方々です。

白堊記念館来館者

同窓会の活動を多くの会員に知ってい
ただき、会員相互の交流に役立てたい
という趣旨で、平成31年３月31日に開
設しました。ぜひご活用願います。

『
白
堊
通
信
』
第
41
号
編
集
委
員

　

白
堊
同
窓
会
費
の
納
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
平
成
23
年
以
降
は
、
年
間

５
０
０
０
件
を
下
回
る
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

納
入
い
た
だ
い
た
会
費
は
、
本
会

報
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
決
算
書

の
と
お
り
、
白
堊
同
窓
会
総
会
や

年
次
代
表
者
会
議
、
各
地
区
白
堊

会
等
へ
の
役
員
の
派
遣
、同
窓
会
報

「
白
堊
通
信
」
の
発
行
な
ど
同
窓
生

相
互
の
交
流
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
生
へ
の
入
学
記
念

品
、
全
国
大
会
、
東
北
大
会
等
に

出
場
す
る
各
部
に
対
す
る
部
活
動

奨
励
費
、
同
窓
生
を
学
校
に
お
招

き
し
て
実
施
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
演
会
な
ど
、
現
役
一
高
生
の
育

成
支
援
に
も
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
白
堊
同
窓
会
費
の
納
入
に
つ

い
て
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
別
紙
で
も
お
願
い
し
て
い

る
通
り
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
、

払
込
み
サ
ー
ビ
ス
の
際
の
利
用
料

金
加
算
の
新
設
に
よ
り
、
令
和
４

年
１
月
17
日
以
降
の
現
金
の
払
込

み
の
際
は
、
払
込
者
に
対
し
「
１
１

０
円
」
の
利
用
料
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
例
年
、
白
堊
同
窓
会
費
と

各
地
区
同
窓
会
費
を
混
同
し
て
納

入
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会
費
納
入
の
お
願
い

事
務
局
か
ら
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よ市（盛岡市材木町）での書道部パフォーマンス

コロナウィルス感染症予防対策により間隔をとって
校庭で実施した夏の応援歌練習

大運動会Ｍ門のデザインを美術部が担当
今年のテーマは「風神雷神」

全日本合唱コンクール東北支部大会出場で13年ぶりの金賞受賞

岩手県Kenji Cup高校生英語
ディベート大会ベストディベーター
賞受賞の島田澪さん（２年）

故佐藤牧子先生（本校国語教諭　本年４月逝去）の脚本で
県高総文祭演劇発表会において優秀賞１席（２位相当）受賞

全普通教室に冷房機器設置完了

白堊祭での茶華道部お点前披露

科学の甲子園県予選１位で
全国大会出場決定

卒業生も多数参加した吹奏楽部定期演奏会（岩手県民会館）

達増拓也岩手県知事（昭和59年卒）による
１年生への卒業生講演会

第30回全国高等学校文化連盟
将棋新人大会出場の
及川瑞希さん（２年）
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Olympic
1936-2020

大宮政志【自転車】
1960ローマ
1964東京

菊池信【ホッケー】
1936ベルリン

菊池悟【ハンドボール】
1976モントリオール

工藤孝一
【サッカー日本代表コーチ】

1936ベルリン

八重樫茂生【サッカー】
1956メルボルン
1964東京
1968メキシコ

金野訓子さんインタビュー

平成16年卒
岩手日報社・五輪担当記者


